
(57)【要約】

【課題】内視鏡を用いて管腔内の観察または処置を行な

う際に、対物レンズ及び照明光照射窓の前面に附着物が

附着しても、同内視鏡を管腔外に抜去することなく良好

な視界及び該良好な視界を得る光量を常時確保できるよ

うに構成した内視鏡用シースを提供する。

【解決手段】先端面に少なくとも対物レンズが配設され

た内視鏡の挿入部２ａの外周を、被覆するシース挿入部

１ａと、シース挿入部１ａに連設されたシース操作部１

ｂと、シース挿入部１ａ及びシース操作部１ｂ内に配設

されて、対物レンズを払拭するとともに、先端面の少な

くとも対物レンズを回避する窓部が長手方向に沿って所

定間隔おきに複数開口された長尺な帯状部材と、前記シ

ース操作部に配設されて、帯状部材７０を先端面の径方

向における一端から他端まで移動させる巻き取りギア３

１と、を具備していることを特徴とする。

【選択図】図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 内 視 鏡 の 外 周 を 被 覆 す る 内 視 鏡 用 シ ー ス で あ っ て 、
　 先 端 面 に 少 な く と も 対 物 レ ン ズ が 配 設 さ れ た 前 記 内 視 鏡 の 挿 入 部 の 外 周 を 被 覆 す る シ ー
ス 挿 入 部 と 、
　 前 記 シ ー ス 挿 入 部 に 連 設 さ れ た シ ー ス 操 作 部 と 、
　 前 記 シ ー ス 挿 入 部 及 び 前 記 シ ー ス 操 作 部 内 に 配 設 さ れ て 、 前 記 対 物 レ ン ズ を 払 拭 す る と
と も に 、 前 記 先 端 面 の 少 な く と も 前 記 対 物 レ ン ズ を 回 避 す る 窓 部 が 長 手 方 向 に 沿 っ て 設 定
間 隔 お き に 複 数 開 口 さ れ た 長 尺 な 帯 状 部 材 と 、
　 前 記 シ ー ス 操 作 部 に 配 設 さ れ て 、 前 記 帯 状 部 材 を 前 記 先 端 面 の 径 方 向 に お け る 一 端 か ら
他 端 ま で 移 動 さ せ る 移 動 機 構 と 、
　 を 具 備 し て い る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 シ ー ス 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 帯 状 部 材 に 開 口 さ れ て い る 前 記 窓 部 は 、 長 尺 な ２ 本 の 保 持 部 と 該 ２ 本 の 保 持 部 を 該
保 持 部 の 長 手 方 向 に 沿 っ て 所 定 間 隔 を 有 し て 前 記 長 手 方 向 に 略 直 交 す る 方 向 に 連 結 す る 複
数 の 払 拭 部 と か ら 形 成 さ れ て お り 、
　 前 記 払 拭 部 は 、 前 記 対 物 レ ン ズ 表 面 に 対 し 当 接 し 、 前 記 移 動 機 構 に よ っ て 、 前 記 対 物 レ
ン ズ の 表 面 を 移 動 し な が ら 払 拭 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 用 シ ー ス 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 前 記 内 視 鏡 の 前 記 挿 入 部 の 前 記 先 端 面 に 、 照 明 光 照 射 窓 が 配 設 さ れ て お り 、
　 前 記 払 拭 部 は 、 さ ら に 、 前 記 照 明 光 照 射 窓 の 表 面 を 払 拭 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２
に 記 載 の 内 視 鏡 用 シ ー ス 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 帯 状 部 材 は 、 柔 軟 性 を 有 し か つ 非 延 展 性 を 有 し て 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 内 視 鏡 用 シ ー ス 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 払 拭 部 の ２ 本 の 前 記 保 持 部 を 連 結 す る 長 さ は 、 少 な く と も 前 記 対 物 レ ン ズ の 直 径 よ
り も 大 き い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ～ ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 内 視 鏡 用 シ ー ス 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 払 拭 部 の 前 記 対 物 レ ン ズ 、 ま た は 前 記 対 物 レ ン ズ 及 び 前 記 照 明 光 照 射 窓 の 払 拭 面 に
、 前 記 対 物 レ ン ズ 、 ま た は 前 記 対 物 レ ン ズ 及 び 前 記 照 明 光 照 射 窓 の 表 面 の 汚 れ を 移 動 さ せ
る ワ イ パ 部 材 が 配 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ～ ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 内
視 鏡 用 シ ー ス 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 ワ イ パ 部 材 は 、 前 記 対 物 レ ン ズ 、 ま た は 前 記 対 物 レ ン ズ 及 び 前 記 照 明 光 照 射 窓 の 表
面 の 汚 れ を 吸 収 す る 部 材 か ら 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 内 視 鏡 用
シ ー ス 。
【 請 求 項 ８ 】
　 ２ 本 の 前 記 保 持 部 と 前 記 払 拭 部 と は 、 同 一 部 材 か ら 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ２ ～ ７ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 内 視 鏡 用 シ ー ス 。
【 請 求 項 ９ 】
　 ２ 本 の 前 記 保 持 部 は 、 紐 状 部 材 か ら 構 成 さ れ て お り 、 前 記 払 拭 部 は 、 糸 状 部 材 か ら 構 成
さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ～ ８ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 内 視 鏡 用 シ ー ス 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 シ ー ス 挿 入 部 の 先 端 に 、 前 記 帯 状 部 材 が 、 前 記 対 物 レ ン ズ 、 ま た は 前 記 対 物 レ ン ズ
及 び 前 記 照 明 光 照 射 窓 表 面 に 当 接 す る の を ガ イ ド す る ガ イ ド 部 材 が 配 設 さ れ て い る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 ３ ～ ９ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 内 視 鏡 用 シ ー ス 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 シ ー ス 操 作 部 に 設 け ら れ 、 払 拭 前 の 前 記 帯 状 部 材 が 収 納 さ れ る 第 １ の 格 納 部 と 、
　 前 記 シ ー ス 挿 入 部 の 挿 入 軸 方 向 に 沿 っ て 前 記 シ ー ス 挿 入 部 の 先 端 か ら 前 記 シ ー ス 操 作 部
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ま で 形 成 さ れ 、 前 記 第 １ の 格 納 部 か ら 供 給 さ れ た 払 拭 前 の 前 記 帯 状 部 材 が 通 過 自 在 に 嵌 入
さ れ る 第 １ の チ ャ ネ ル と 、
　 前 記 シ ー ス 挿 入 部 の 挿 入 軸 方 向 に 沿 っ て 前 記 シ ー ス 挿 入 部 の 先 端 か ら 前 記 シ ー ス 操 作 部
ま で 形 成 さ れ 、 払 拭 後 の 前 記 帯 状 部 材 が 通 過 自 在 に 嵌 入 さ れ る 第 ２ の チ ャ ネ ル と 、
　 前 記 シ ー ス 操 作 部 に 設 け ら れ 、 払 拭 後 の 前 記 帯 状 部 材 が 前 記 第 ２ の チ ャ ネ ル か ら 回 収 さ
れ る 第 ２ の 格 納 部 と 、
　 を さ ら に 具 備 し 、
　 前 記 移 動 機 構 は 、 前 記 帯 状 部 材 を 、 前 記 第 １ の 格 納 部 か ら 前 記 第 ２ の 格 納 部 に 移 動 さ せ
る 機 構 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ １ ０ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 内 視 鏡 用 シ ー ス 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 払 拭 前 の 前 記 帯 状 部 材 は 、 前 記 第 １ の 格 納 部 の 軸 に 巻 き 付 け ら れ て お り 、 前 記 移 動 機 構
は 、 前 記 軸 か ら 前 記 第 １ の チ ャ ネ ル に 前 記 帯 状 部 材 を 供 給 す る 第 １ の ギ ア を 有 し て い る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ に 記 載 の 内 視 鏡 用 シ ー ス 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 払 拭 後 の 前 記 帯 状 部 材 は 、 前 記 第 ２ の 格 納 部 の 軸 に 巻 き 付 け ら れ 、 前 記 移 動 機 構 は 、 前
記 軸 に 、 前 記 第 ２ の チ ャ ネ ル か ら 供 給 さ れ た 前 記 帯 状 部 材 を 巻 き 付 け る 第 ２ の ギ ア を 有 し
て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ３ ま た は １ ４ に 記 載 の 内 視 鏡 用 シ ー ス 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 第 １ の ギ ア と 前 記 第 ２ の ギ ア は 、 同 期 し て 動 作 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ３ に
記 載 の 内 視 鏡 用 シ ー ス 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 シ ー ス 操 作 部 に 、 前 記 帯 状 部 材 に 引 張 力 を 付 与 す る 引 張 部 材 が 配 設 さ れ て い る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 内 視 鏡 用 シ ー ス
【 請 求 項 １ ６ 】
　 内 視 鏡 と 、
　 先 端 面 に 少 な く と も 対 物 レ ン ズ が 配 設 さ れ た 前 記 内 視 鏡 の 挿 入 部 の 外 周 を 被 覆 す る シ ー
ス 挿 入 部 と 、 前 記 シ ー ス 挿 入 部 に 連 設 さ れ た シ ー ス 操 作 部 と 、 前 記 シ ー ス 挿 入 部 及 び 前 記
シ ー ス 操 作 部 内 に 配 設 さ れ て 、 前 記 対 物 レ ン ズ を 払 拭 す る と と も に 、 前 記 先 端 面 の 少 な く
と も 前 記 対 物 レ ン ズ を 回 避 す る 窓 部 が 長 手 方 向 に 沿 っ て 設 定 間 隔 お き に 複 数 開 口 さ れ た 長
尺 な 帯 状 部 材 と 、 前 記 シ ー ス 操 作 部 に 配 設 さ れ て 、 前 記 帯 状 部 材 を 前 記 先 端 面 の 径 方 向 に
お け る 一 端 か ら 他 端 ま で 移 動 さ せ る 移 動 機 構 と を 有 す る 内 視 鏡 用 シ ー ス と 、
　 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 内 視 鏡 用 シ ー ス は 、 前 記 内 視 鏡 と 一 体 的 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ ６ に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 内 視 鏡 の 挿 入 部 の 先 端 面 に 配 設 さ れ た 対 物 レ ン ズ の 表 面 を 払 拭 す る 内 視 鏡 用
シ ー ス 、 内 視 鏡 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 周 知 の よ う に 、 内 視 鏡 は 、 医 療 分 野 及 び 工 業 用 分 野 に お い て 広 く 利 用 さ れ て い る 。 医 療
分 野 に お い て 用 い ら れ る 内 視 鏡 は 、 内 視 鏡 の 細 長 い 挿 入 部 を 体 腔 内 に 挿 入 す る こ と に よ っ
て 、 体 腔 内 の 臓 器 を 観 察 し た り 、 必 要 に 応 じ て 処 置 具 の 挿 通 チ ャ ン ネ ル 内 に 挿 入 し た 処 置
具 を 用 い て 各 種 処 置 を し た り す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 工 業 用 分 野 に お い て 用 い ら れ る 内 視 鏡 は 、 内 視 鏡 の 細 長 い 挿 入 部 を ジ ェ ッ ト エ ン
ジ ン 内 や 、 工 場 の 配 管 等 に 挿 入 す る こ と に よ っ て 、 被 検 部 位 の 傷 及 び 腐 蝕 等 の 観 察 や 各 種
処 置 等 を 行 う こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の よ う な 内 視 鏡 を 用 い て 管 腔 内 の 検 査 や 処 置 等 を 行 な う 際 に 、 医 療 用 の 内 視 鏡 で あ れ
ば 、 体 腔 内 の 脂 肪 や 体 液 あ る い は 処 置 中 の 出 血 や 水 飛 沫 も し く は エ ネ ル ギ ー 処 置 具 の 使 用
に よ り 生 じ る 煙 や ミ ス ト 等 が 、 内 視 鏡 先 端 部 の 先 端 面 に 設 け ら れ た 観 察 用 の 対 物 レ ン ズ や
カ バ ー ガ ラ ス の 外 表 面 、 照 明 光 照 射 窓 の 外 表 面 に 附 着 す る こ と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 工 業 用 の 内 視 鏡 で あ れ ば 、 工 場 の 配 管 等 の 汚 れ 等 が 、 内 視 鏡 先 端 部 の 先 端 面 に 設
け ら れ た 観 察 用 の 対 物 レ ン ズ や カ バ ー ガ ラ ス 等 の 外 表 面 、 照 明 光 照 射 窓 の 外 表 面 に 附 着 す
る こ と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の よ う な 附 着 物 は 、 観 察 像 の 歪 み や 照 明 光 の ハ レ ー シ ョ ン （ 乱 反 射 ） 等 を 生 じ さ せ る
原 因 と な る 。 つ ま り 、 こ れ ら の 附 着 物 は 、 内 視 鏡 に よ り 得 ら れ る 観 察 像 を 不 鮮 明 に す る 等
、 観 察 画 像 を 劣 化 さ せ た り 、 対 物 レ ン ズ の 視 野 を 妨 げ た り し て し ま う 等 、 管 腔 内 の 観 察 を
阻 害 す る 要 因 と な り 得 る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ こ で 、 先 端 部 の 対 物 レ ン ズ や カ バ ー ガ ラ ス 、 照 明 光 照 射 窓 等 の 外 表 面 に 対 し て 水 等 を
送 水 す る こ と で 、 当 該 各 外 表 面 を 洗 滌 し 附 着 物 を 除 去 す る 手 法 が 周 知 で あ る 。 し か し な が
ら 、 こ の 手 法 で は 、 特 に 脂 汚 れ 等 に つ い て は 水 等 を 流 す の み で は 、 内 視 鏡 先 端 部 の 洗 滌 を
確 実 に 行 な う こ と が で き な い 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 し た が っ て 、 そ の よ う な 場 合 に は 、 例 え ば 管 腔 内 か ら 内 視 鏡 を 一 度 抜 去 し 、 管 腔 外 に て
当 該 内 視 鏡 先 端 部 を 湯 等 で 洗 っ た り 、 ガ ー ゼ 等 で 払 拭 し た り す る 等 に よ っ て 、 内 視 鏡 先 端
部 の 附 着 物 の 除 去 や 洗 滌 が 行 な わ れ て い た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 し か し な が ら 、 こ の よ う な 手 段 で は 、 一 旦 、 検 査 や 処 置 を 中 断 し た 上 で 、 管 腔 内 に 挿 入
さ れ て い る 内 視 鏡 を 抜 去 し て 内 視 鏡 先 端 部 の 附 着 物 の 除 去 や 洗 滌 を 行 な っ た 後 に 、 再 度 、
検 査 や 処 置 を 行 な う 目 的 で 、 同 内 視 鏡 を 再 度 管 腔 内 へ と 挿 入 す る 操 作 が 必 要 と な る た め 煩
雑 で あ る 他 、 洗 滌 中 は 内 視 鏡 に よ る 観 察 や 処 置 等 を 一 時 的 に 中 断 す る 必 要 が あ る 。 そ の た
め 、 内 視 鏡 検 査 及 び 処 置 に か か る 全 体 的 な 時 間 が 長 く な っ て し ま う と い う 問 題 点 が あ っ た
。 ま た 、 観 察 や 処 置 等 に か か る 時 間 が 長 く な る と 、 特 に 医 療 用 の 内 視 鏡 の 場 合 、 術 者 や 被
検 者 の 負 担 が 増 大 し て し ま う こ と に な り 問 題 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の よ う な 問 題 に 鑑 み 、 例 え ば 特 許 文 献 １ で は 、 内 視 鏡 先 端 部 の 近 傍 に ワ イ パ 部 材 を 備
え た 内 視 鏡 用 シ ー ス を 内 視 鏡 の 外 周 に 被 覆 し 、 こ の ワ イ パ 部 材 を 内 視 鏡 用 シ ー ス の 手 元 側
の 操 作 部 材 の 所 定 の 操 作 に よ っ て 一 方 向 に 、 対 物 レ ン ズ 外 表 面 を 横 切 る よ う 移 動 さ せ る こ
と に よ り 、 内 視 鏡 先 端 部 の 対 物 レ ン ズ や カ バ ー ガ ラ ス 、 照 明 光 照 射 窓 等 の 外 表 面 に 附 着 し
た 附 着 物 を 払 拭 す る こ と が で き る よ う に し た も の が 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ れ に よ れ ば 、 内 視 鏡 を 管 腔 内 に 挿 入 し て 観 察 や 処 置 を 行 な っ て い る 際 に 、 対 物 レ ン ズ
や カ バ ー ガ ラ ス 、 照 明 光 照 射 窓 等 の 外 表 面 に 附 着 物 が 附 着 し て も 、 同 内 視 鏡 を 管 腔 外 に 抜
去 す る こ と な く 、 手 元 側 の 操 作 に よ っ て ワ イ パ 部 材 を 作 動 さ せ る こ と で 同 附 着 物 を 払 拭 し
て 対 物 レ ン ズ の 視 野 及 び 照 明 光 の 光 量 を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ９ ９ ７ ０ ３ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ た 技 術 で は 、 一 症 例 中 に お い て ワ イ パ 部 材 を
交 換 す る こ と な く 繰 り 返 し 使 用 し て い る た め 、 対 物 レ ン ズ や カ バ ー ガ ラ ス 、 照 明 光 照 射 窓
等 の 外 表 面 に 附 着 し た 附 着 物 を 払 拭 す る た め 、 払 拭 回 数 を 重 ね る と 、 ワ イ パ 部 材 に 払 拭 し
た 附 着 物 が 蓄 積 し て し ま い 、 各 外 表 面 に 附 着 し た 附 着 物 を 十 分 払 拭 す る こ と が で き な く な
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る ば か り か 、 附 着 物 が 対 物 レ ン ズ 等 の 外 周 縁 に 蓄 積 し て し ま い 、 ワ イ パ 部 材 に 再 附 着 し て
し ま う と い っ た 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 上 記 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 内 視 鏡 を 用 い て 管 腔 内 の 観
察 ま た は 処 置 を 行 な う 際 に 、 対 物 レ ン ズ 及 び 照 明 光 照 射 窓 の 前 面 に 附 着 物 が 附 着 し て も 、
同 内 視 鏡 を 管 腔 外 に 抜 去 す る こ と な く 同 附 着 物 を 容 易 に 除 去 し 、 良 好 な 視 界 及 び 該 良 好 な
視 界 を 得 る 光 量 を 常 時 確 保 で き る よ う に 構 成 し た 内 視 鏡 用 シ ー ス 、 内 視 鏡 装 置 を 提 供 す る
に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 本 発 明 に よ る 内 視 鏡 用 シ ー ス は 、 内 視 鏡 の 外 周 を 被 覆 す る 内
視 鏡 用 シ ー ス で あ っ て 、 先 端 面 に 少 な く と も 対 物 レ ン ズ が 配 設 さ れ た 前 記 内 視 鏡 の 挿 入 部
の 外 周 を 被 覆 す る シ ー ス 挿 入 部 と 、 前 記 シ ー ス 挿 入 部 に 連 設 さ れ た シ ー ス 操 作 部 と 、 前 記
シ ー ス 挿 入 部 及 び 前 記 シ ー ス 操 作 部 内 に 配 設 さ れ て 、 前 記 対 物 レ ン ズ を 払 拭 す る と と も に
、 前 記 先 端 面 の 少 な く と も 前 記 対 物 レ ン ズ を 回 避 す る 窓 部 が 長 手 方 向 に 沿 っ て 設 定 間 隔 お
き に 複 数 開 口 さ れ た 長 尺 な 帯 状 部 材 と 、 前 記 シ ー ス 操 作 部 に 配 設 さ れ て 、 前 記 帯 状 部 材 を
前 記 先 端 面 の 径 方 向 に お け る 一 端 か ら 他 端 ま で 移 動 さ せ る 移 動 機 構 と 、 を 具 備 し て い る こ
と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 本 発 明 に よ る 内 視 鏡 装 置 は 、 内 視 鏡 と 、 先 端 面 に 少 な く と も 対 物 レ ン ズ が 配 設 さ
れ た 前 記 内 視 鏡 の 挿 入 部 の 外 周 を 被 覆 す る シ ー ス 挿 入 部 と 、 前 記 シ ー ス 挿 入 部 に 連 設 さ れ
た シ ー ス 操 作 部 と 、 前 記 シ ー ス 挿 入 部 及 び 前 記 シ ー ス 操 作 部 内 に 配 設 さ れ て 、 前 記 対 物 レ
ン ズ を 払 拭 す る と と も に 、 前 記 先 端 面 の 少 な く と も 前 記 対 物 レ ン ズ を 回 避 す る 窓 部 が 長 手
方 向 に 沿 っ て 設 定 間 隔 お き に 複 数 開 口 さ れ た 長 尺 な 帯 状 部 材 と 、 前 記 シ ー ス 操 作 部 に 配 設
さ れ て 、 前 記 帯 状 部 材 を 前 記 先 端 面 の 径 方 向 に お け る 一 端 か ら 他 端 ま で 移 動 さ せ る 移 動 機
構 と を 有 す る 内 視 鏡 用 シ ー ス と 、 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 内 視 鏡 を 用 い て 管 腔 内 の 観 察 ま た は 処 置 を 行 な う 際 に 、 対 物 レ ン ズ 及
び 照 明 光 照 射 窓 の 前 面 に 附 着 物 が 附 着 し て も 、 同 内 視 鏡 を 管 腔 外 に 抜 去 す る こ と な く 同 附
着 物 を 容 易 に 除 去 し 、 良 好 な 視 界 及 び 該 良 好 な 視 界 を 得 る 光 量 を 常 時 確 保 で き る よ う に 構
成 し た 内 視 鏡 用 シ ー ス 、 内 視 鏡 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る 。 尚 、 以 下 の 実 施 の 形 態 に 示 す 内
視 鏡 は 、 医 療 用 の 内 視 鏡 、 さ ら に 詳 し く は 、 挿 入 部 が 硬 性 に 形 成 さ れ る 硬 性 鏡 を 例 に 挙 げ
て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
（ 第 １ 実 施 の 形 態 ）
　 図 １ は 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 の 形 態 を 示 す 内 視 鏡 用 シ ー ス を 有 す る 内 視 鏡 装 置 の 構 成 の 概
略 を 示 す 分 解 斜 視 図 、 図 ２ は 、 図 １ の 内 視 鏡 用 シ ー ス の 分 解 斜 視 図 、 図 ３ は 、 図 １ 中 の II
I-III線 に 沿 う 内 視 鏡 用 シ ー ス の シ ー ス 挿 入 部 の 断 面 図 、 図 ４ は 、 図 １ 中 の IV-IV線 に 沿 う
内 視 鏡 用 シ ー ス の 断 面 図 、 図 ５ は 、 図 ４ 中 の V-V線 に 沿 う 内 視 鏡 用 シ ー ス の 断 面 図 で あ る
。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 図 ６ は 、 図 ５ の 内 視 鏡 用 シ ー ス の 先 端 面 を 示 す 平 面 図 、 図 ７ は 、 図 ６ 中 の VII-VI
I線 に 沿 う 内 視 鏡 用 シ ー ス の シ ー ス 挿 入 部 の 先 端 側 の 断 面 図 、 図 ８ は 、 図 ４ の ブ レ ー キ ギ
ア の 拡 大 斜 視 図 、 図 ９ は 、 図 ４ の 巻 き 取 り ギ ア の 拡 大 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 図 １ ０ は 、 図 ４ の 帯 状 部 材 の 拡 大 平 面 図 、 図 １ １ は 、 図 １ ０ 中 の XI-XI線 に 沿 う
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帯 状 部 材 の 断 面 図 、 図 １ ２ は 、 図 １ ０ の ワ イ パ 部 材 の 払 拭 部 の 変 形 例 を 示 す 正 面 図 、 図 １
３ は 、 図 １ ０ の ワ イ パ 部 材 の 払 拭 部 の 別 の 変 形 例 を 示 す 正 面 図 、 図 １ ４ は 、 図 １ ０ の 払 拭
部 を 複 数 設 け た 変 形 例 を 示 す 正 面 図 、 図 １ ５ は 、 図 １ ０ の 帯 状 部 材 の 構 成 の 変 形 例 を 示 す
斜 視 図 、 図 １ ６ は 、 図 １ の 内 視 鏡 装 置 の 先 端 側 の 断 面 図 、 図 １ ７ は 、 図 １ の 内 視 鏡 装 置 を
先 端 面 側 か ら 見 た 平 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 内 視 鏡 装 置 １ ０ ０ は 、 内 視 鏡 ２ と 、 該 内 視 鏡 ２ を 被 覆 す る シ ー ス 本
体 で あ る 内 視 鏡 用 シ ー ス １ と に よ り 主 要 部 が 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 内 視 鏡 ２ は 、 先 端 部 の 先 端 面 ２ ｓ に 対 物 レ ン ズ ２ １ 及 び 照 明 光 照 射 窓 ２ ２ が 配 設 さ れ た
、 管 腔 内 で あ る 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る 細 長 な 挿 入 部 ２ ａ と 、 該 挿 入 部 ２ ａ の 挿 入 軸 方 向 Ｊ １
方 向 の 基 端 側 に 連 設 さ れ た 操 作 部 ２ ｂ と に よ り 主 要 部 が 構 成 さ れ て い る 。 尚 、 対 物 レ ン ズ
２ １ 及 び 照 明 光 照 明 窓 ２ ２ の 挿 入 軸 方 向 Ｊ １ の 先 端 面 は 、 挿 入 部 ２ の 先 端 面 ２ ｓ と 同 位 置
と な る よ う 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 操 作 部 ２ ｂ の 外 周 面 に 、 照 明 光 照 射 窓 ２ ２ に 光 源 を 供 給 す る ラ イ ト ガ イ ド ケ ー ブ
ル ２ ３ （ 図 １ ６ 参 照 ） を 内 視 鏡 ２ の 外 部 か ら 内 視 鏡 ２ の 内 部 に 導 入 す る た め の ラ イ ト ガ イ
ド ポ ー ト ２ ｃ が 突 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 １ 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 内 視 鏡 用 シ ー ス １ は 、 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る 円 筒 状 の シ ー ス 挿
入 部 １ ａ と 、 該 シ ー ス 挿 入 部 １ ａ の 挿 入 軸 方 向 Ｊ １ の 基 端 側 に 連 設 さ れ た シ ー ス 操 作 部 １
ｂ と 、 シ ー ス 挿 入 部 １ ａ 及 び シ ー ス 操 作 部 １ ｂ の 内 部 に 配 設 さ れ る 帯 状 部 材 ７ ０ と に よ り
主 要 部 が 構 成 さ れ て い る 。 シ ー ス 操 作 部 １ ｂ は 、 帯 状 部 材 収 納 部 ５ １ と 内 視 鏡 固 定 部 ５ ２
と に よ り 主 要 部 が 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 シ ー ス 挿 入 部 １ ａ と シ ー ス 操 作 部 １ ｂ と は 、 例 え ば 、 図 ２ 、 図 ３ に 示 す よ う に 、
シ ー ス 挿 入 部 １ ａ 及 び シ ー ス 操 作 部 １ ｂ の 内 部 に 、 内 視 鏡 ２ が 挿 通 さ れ る 貫 通 孔 で あ る ス
コ ー プ チ ャ ネ ル ３ ５ が 挿 入 軸 方 向 Ｊ １ に 沿 っ て 形 成 さ れ た 右 半 部 １ ｒ に 、 左 半 部 １ ｌ が 、
挿 入 軸 方 向 Ｊ １ に 沿 っ て 貼 り 合 わ せ る こ と に よ り 形 成 さ れ て い る 。 尚 、 図 ６ に 示 す よ う に
、 ス コ ー プ チ ャ ネ ル ３ ５ は 、 シ ー ス 挿 入 部 １ ａ の 先 端 面 １ ｓ に 開 口 ３ ５ ｋ と し て 開 口 さ れ
る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 シ ー ス 挿 入 部 １ ａ は 、 ス コ ー プ チ ャ ネ ル ３ ５ に お い て 、 内 視 鏡 挿 入 部 ２ ａ の 外 周 を 挿 入
軸 方 向 Ｊ １ に 沿 っ て 被 覆 す る も の で あ る 。 ま た 、 シ ー ス 操 作 部 １ ｂ は 、 ス コ ー プ チ ャ ネ ル
３ ５ に お い て 、 帯 状 部 材 収 納 部 ５ １ が 内 視 鏡 挿 入 部 ２ ａ の 挿 入 軸 方 向 Ｊ １ 基 端 側 が 被 覆 し
、 内 視 鏡 固 定 部 ５ ２ が 内 視 鏡 操 作 部 ２ ｂ の 外 周 を 被 覆 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 シ ー ス 挿 入 部 １ ａ の 径 方 向 Ｊ ２ の 任 意 の 一 端 １ ｋ １ に 、 シ ー ス 挿 入
部 １ ａ の 挿 入 軸 方 向 Ｊ １ の 先 端 か ら 基 端 ま で 挿 入 軸 方 向 Ｊ １ に 沿 っ て 貫 通 す る 第 １ の チ ャ
ネ ル で あ る 帯 状 部 材 挿 通 用 チ ャ ネ ル （ 以 下 、 単 に チ ャ ネ ル と 称 す ） ３ ７ が 形 成 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 シ ー ス 挿 入 部 １ ａ の 径 方 向 Ｊ ２ の 任 意 の 一 端 １ ｋ １ に 対 向 す る 他 端 １ ｋ ２ に 、 シ
ー ス 挿 入 部 １ ａ の 挿 入 軸 方 向 Ｊ １ の 先 端 か ら 基 端 ま で 挿 入 軸 方 向 Ｊ １ に 沿 っ て 貫 通 す る 第
２ の チ ャ ネ ル で あ る 帯 状 部 材 挿 通 用 チ ャ ネ ル （ 以 下 、 単 に チ ャ ネ ル と 称 す ） ３ ８ が 形 成 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 尚 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 チ ャ ネ ル ３ ７ は 、 シ ー ス 挿 入 部 １ ａ の 先 端 面 １ ｓ の 開 口 ３ ５ ｋ
の 外 周 近 傍 で あ っ て 一 端 １ ｋ １ 側 に 、 開 口 ３ ７ ｋ と し て 開 口 さ れ 、 チ ャ ネ ル ３ ８ は 、 シ ー
ス 挿 入 部 １ ａ の 先 端 面 １ ｓ の 開 口 ３ ５ ｋ の 外 周 近 傍 で あ っ て 他 端 １ ｋ ２ 側 に 開 口 ３ ８ ｋ と
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し て 開 口 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 尚 、 開 口 ３ ７ ｋ 、 ３ ８ ｋ は 、 半 円 状 を 有 し 、 径 方 向 Ｊ ２ に 直 交 す る 径 方 向 Ｊ ３ に 幅 広 に
形 成 さ れ て い る 。 具 体 的 に は 、 帯 状 部 材 ７ ０ の 、 後 述 す る 長 手 方 向 Ｇ １ に 直 交 す る 方 向 Ｇ
２ （ い ず れ も 図 １ ０ 参 照 ） の 幅 よ り も 幅 広 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 一 端 １ ｋ １ 側 の 開 口 ３ ７ ｋ は 、 内 視 鏡 用 シ ー ス １ が 内 視 鏡 ２ の 外 周 を 被 覆 し て 該
内 視 鏡 ２ に 固 定 さ れ た 際 、 照 明 光 照 射 窓 ２ ２ の 近 傍 に 位 置 さ れ 、 他 端 １ ｋ ２ 側 の 開 口 ３ ８
ｋ は 、 対 物 レ ン ズ ２ １ の 近 傍 に 位 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ６ に 示 す よ う に 、 シ ー ス 挿 入 部 １ ａ の 先 端 面 １ ｓ に 、 後 述 す る 巻 き 取 り ギ ア ３ １ に よ
り 、 開 口 ３ ７ ｋ か ら 開 口 ３ ８ ｋ に 移 動 す る 帯 状 部 材 ７ ０ が 、 先 端 面 １ ｓ に お い て 、 径 方 向
Ｊ ２ に 直 交 す る 径 方 向 Ｊ ３ に 横 滑 り し て し ま う の を 防 止 す る と と も に 、 帯 状 部 材 ７ ０ が 、
対 物 レ ン ズ ２ １ 、 ま た は 対 物 レ ン ズ ２ １ 及 び 照 明 光 照 射 窓 ２ ２ に 当 接 す る の を ガ イ ド す る
２ つ の ガ イ ド 部 材 ４ ４ が 、 径 方 向 Ｊ ３ に お い て 対 向 す る 位 置 に 、 開 口 ３ ５ ｋ の 外 周 縁 か ら
そ れ ぞ れ 開 口 ３ ５ ｋ に 突 出 す る よ う 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 尚 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 ガ イ ド 部 材 ４ ４ は 、 挿 入 軸 方 向 Ｊ １ に お い て 、 先 端 面 １ ｓ か ら
、 内 視 鏡 ２ の 挿 入 部 ２ ａ の 先 端 面 ２ ｓ が 内 視 鏡 用 シ ー ス １ の 先 端 面 １ ｓ か ら 先 端 側 に 突 出
す る 長 さ Ｌ １ と 同 じ 長 さ だ け 、 先 端 側 に 突 出 し て 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の こ と に よ り 、 ガ イ ド 部 材 ４ ４ は 、 開 口 ３ ７ ｋ か ら 開 口 ３ ８ ｋ に 移 動 す る 帯 状 部 材 ７
０ の 対 物 レ ン ズ ２ １ の 当 接 す る 面 ７ ２ ｆ の 裏 面 ７ ２ ｒ （ い ず れ も 図 １ １ 参 照 ） が 、 対 物 レ
ン ズ ２ １ に 当 接 せ ず に 、 挿 入 軸 方 向 Ｊ １ 先 端 側 に ず れ し て し ま う の を 防 止 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ２ 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 シ ー ス 操 作 部 １ ｂ の 帯 状 部 材 収 納 部 ５ １ の 内 部 に 、 チ ャ ネ ル
３ ７ に 連 通 す る 空 間 で あ る 第 １ の 格 納 部 で あ る 収 納 部 ６ ７ と 、 チ ャ ネ ル ３ ８ に 連 通 す る 空
間 で あ る 第 ２ の 格 納 部 で あ る 回 収 部 ６ ８ と が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ４ 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 収 納 部 ６ ７ に 、 帯 状 部 材 ７ ０ が 巻 き 付 け ら れ た 第 １ の 回 転 部
材 ３ ３ が 挿 入 軸 方 向 Ｊ １ に 向 か っ て 回 転 自 在 に 、 収 納 軸 ３ ３ ｊ に よ り 軸 支 さ れ て 配 設 さ れ
て い る 。 尚 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 第 １ の 回 転 部 材 ３ ３ は 、 収 納 軸 ３ ３ ｊ に 対 し て 取 り 付 け
取 り 外 し 自 在 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 さ ら に 、 収 納 部 ６ ７ の 第 １ の 回 転 部 材 ３ ３ の 挿 入 軸 方 向 Ｊ １ 先 端 側 に 、 第 １ の ギ ア で あ
る ブ レ ー キ ギ ア ３ ２ が 挿 入 軸 方 向 Ｊ １ に 向 か っ て 回 転 自 在 に 、 軸 ３ ２ ｊ に よ り 軸 支 さ れ て
配 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 第 １ の 回 転 部 材 ３ ３ は 、 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 対 物 レ ン ズ ２ １ 及 び 照 明 光 照 射 窓 ２
２ を 払 拭 す る 前 の 帯 状 部 材 ７ ０ が 巻 き 付 け ら れ る も の で あ り 、 後 述 す る 巻 き 取 り ギ ア ３ １
の 回 転 に よ り 、 チ ャ ネ ル ３ ７ に 帯 状 部 材 ７ ０ を 供 給 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ブ レ ー キ ギ ア ３ ２ は 、 後 述 す る 巻 き 取 り ギ ア ３ １ の 回 転 に よ り 、 第 １ の 回 転 部 材 ３ ３ か
ら チ ャ ネ ル ３ ７ 、 開 口 ３ ７ ｋ 、 開 口 ３ ８ ｋ 、 チ ャ ネ ル ３ ８ を 介 し て 後 述 す る 第 ２ の 回 転 部
材 ３ ４ に 帯 状 部 材 ７ ０ を 巻 き 取 る 際 、 帯 状 部 材 ７ ０ の 挿 入 軸 方 向 Ｊ １ へ の 移 動 を 妨 げ る こ
と に よ り 、 帯 状 部 材 ７ ０ を 引 張 さ せ る 、 所 謂 テ ン シ ョ ン プ ー リ の 役 割 を す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ブ レ ー キ ギ ア ３ ２ は 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 ２ 枚 の 大 径 ロ ー ラ ３ ２ ｒ 間 で 、 帯 状 部 材 ７ ０
の 長 手 方 向 Ｇ １ に 直 交 す る 方 向 Ｇ ２ の 中 央 部 を 挟 み 、 該 中 央 部 を 厚 さ 方 向 Ｇ ３ に 凹 ま せ る
こ と に よ り 、 帯 状 部 材 ７ ０ に 引 張 力 を 付 与 す る 。 ま た 、 ブ レ ー キ ギ ア ３ ２ は 、 回 転 部 材 ３
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３ か ら チ ャ ネ ル ３ ７ へ の 帯 状 部 材 ７ ０ の 供 給 を 促 進 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 回 収 部 ６ ８ に 、 帯 状 部 材 ７ ０ が 巻 き 付 け ら れ る 第 ２ の 回 転 部 材 ３ ４
が 挿 入 軸 方 向 Ｊ １ に 向 か っ て 回 転 自 在 に 、 回 収 軸 ３ ４ ｊ に 軸 支 さ れ て 配 設 さ れ て い る 。 尚
、 図 ２ に 示 す よ う に 、 第 ２ の 回 転 部 材 ３ ４ は 、 回 収 軸 ３ ４ ｊ に 対 し て 取 り 付 け 取 り 外 し 自
在 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 さ ら に 回 収 部 ６ ８ の 第 ２ の 回 転 部 材 ３ ４ の 挿 入 軸 方 向 Ｊ １ 先 端 側 に 、 第 ２ の ギ ア で あ る
巻 き 取 り ギ ア ３ １ が 挿 入 軸 方 向 Ｊ １ に 向 か っ て 回 転 自 在 に 、 軸 ３ １ ｊ に 軸 支 さ れ て 配 設 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 第 ２ の 回 転 部 材 ３ ４ は 、 巻 き 取 り ギ ア ３ １ の 回 転 に よ り 、 対 物 レ ン ズ ２ １ 及 び 照 明 光 照
射 窓 ２ ２ を 払 拭 し た 後 の チ ャ ネ ル ３ ８ か ら 供 給 さ れ た 帯 状 部 材 ７ ０ が 巻 き 付 け ら れ る も の
で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 巻 き 取 り ギ ア ３ １ は 、 該 巻 き 取 り ギ ア ３ １ の 回 転 に よ っ て 第 １ の 回 転 部 材 ３ ３ を 回 転 さ
せ る こ と に よ り 、 回 転 部 材 ３ ３ に 巻 き 付 け ら れ た 帯 状 部 材 ７ ０ を 、 チ ャ ネ ル ３ ７ 、 開 口 ３
７ ｋ 、 開 口 ３ ８ ｋ 、 チ ャ ネ ル ３ ８ を 介 し て 第 ２ の 回 転 部 材 ３ ４ に 巻 き 付 け る も の で あ り 、
開 口 ３ ７ ｋ か ら 開 口 ３ ８ ｋ に 帯 状 部 材 ７ ０ を 移 動 さ せ る 移 動 機 構 を 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 巻 き 取 り ギ ア ３ １ は 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 巻 き 取 り ギ ア ３ １ の 帯 状 部 材 ７ ０ の 長 手 方 向
Ｇ １ に 直 交 す る 方 向 Ｇ ２ の 両 端 部 に お い て 外 周 に 沿 っ て 形 成 さ れ た 各 爪 部 ３ １ ｔ が 帯 状 部
材 ７ ０ に 食 い 込 み 、 回 転 に よ り 、 帯 状 部 材 ７ ０ を 引 き 込 む こ と に よ り 、 第 １ の 回 転 部 材 ３
３ を 回 転 さ せ 、 チ ャ ネ ル ３ ８ か ら 供 給 さ れ た 帯 状 部 材 ７ ０ を 、 第 ２ の 回 転 部 材 ３ ４ に 巻 き
付 け る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 シ ー ス 操 作 部 １ ｂ の 帯 状 部 材 収 納 部 ５ １ の 外 表 面 に 、 帯 状 部 材 収 納 部 ５ １ の 回 収 部 ６ ８
に 配 設 さ れ た 巻 き 取 り ギ ア ３ １ を 回 転 操 作 す る 巻 き 取 り ノ ブ ４ １ が 配 設 さ れ て い る 。 即 ち
、 巻 き 取 り ノ ブ ４ １ は 、 巻 き 取 り ギ ア ３ １ を 軸 支 す る 軸 ３ １ ｊ の 頭 部 を 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 シ ー ス 操 作 部 １ ｂ の 内 視 鏡 固 定 部 ５ ２ の 外 周 に 、 シ ー ス 操 作 部 １ ｂ を 内 視 鏡 操 作 部 ２ ｂ
に 被 覆 し た 際 、 内 視 鏡 操 作 部 ２ ｂ に 配 設 さ れ た ラ イ ト ガ イ ド ポ ー ト ２ ｃ が 嵌 入 さ れ る 嵌 入
溝 １ ｄ が 、 挿 入 軸 方 向 Ｊ １ に 沿 っ て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 嵌 入 溝 １ ｄ を 形 成 す る 内 視 鏡 固 定 部 ５ ２ の 面 に 、 嵌 入 さ れ た ラ イ ト ガ イ ド ポ ー ト ２ ｃ に
形 成 さ れ た 嵌 入 穴 ２ ｈ （ 図 １ 参 照 ） に 嵌 入 し 、 内 視 鏡 用 シ ー ス １ に 内 視 鏡 ２ を 固 定 す る ロ
ッ ク ピ ン ４ ２ が 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 嵌 入 溝 １ ｄ を 挟 ん で 対 向 し て ２ つ 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ロ ッ ク ピ ン ４ ２ は 、 嵌 入 溝 １ ｄ を 形 成 す る 内 視 鏡 固 定 部 ５ ２ の 面 の 互 い に 対 向 す る 位 置
に そ れ ぞ れ 形 成 さ れ た 支 持 溝 ５ ２ ｈ に 、 付 勢 バ ネ ４ ３ を 介 し て 嵌 入 さ れ て そ れ ぞ れ 配 設 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た シ ー ス 挿 入 部 １ ａ の チ ャ ネ ル ３ ７ 及 び チ ャ ネ ル ３ ８ と 、 シ ー ス 操
作 部 １ ｂ の 収 納 部 ６ ７ 及 び 回 収 部 ６ ８ に 、 長 手 方 向 Ｇ １ に 長 尺 に 形 成 さ れ た 、 内 視 鏡 ２ の
先 端 面 ２ ｓ を 払 拭 す る 帯 状 部 材 ７ ０ が 配 設 さ れ て い る 。 尚 、 帯 状 部 材 ７ ０ の 長 手 方 向 Ｇ １
の 長 さ は 、 １ 症 例 に お い て 、 先 端 面 ２ ｓ を 払 拭 す る の に 必 要 な 長 さ に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 帯 状 部 材 ７ ０ の 一 端 側 、 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 先 端 面 ２ ｓ を 払 拭 す る 前 の 帯 状 部 材
７ ０ が 、 収 納 軸 ３ ３ ｊ に 取 り 付 け ら れ た 第 １ の 回 転 部 材 ３ ３ に 巻 き 付 け ら れ 、 帯 状 部 材 ７
０ の 中 程 が 、 開 口 ３ ７ ｋ か ら 開 口 ３ ８ ｋ ま で 横 切 る よ う 、 チ ャ ネ ル ３ ７ 及 び チ ャ ネ ル ３ ８
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に Ｕ の 字 状 に 通 過 自 在 に 嵌 入 さ れ 、 さ ら に 、 帯 状 部 材 ７ ０ の 他 端 側 、 本 実 施 の 形 態 に お い
て は 、 先 端 面 ２ ｓ を 払 拭 し た 後 の 帯 状 部 材 ７ ０ が 、 回 収 軸 ３ ４ ｊ に 取 り 付 け ら れ た 第 ２ の
回 転 部 材 ３ ４ に 巻 き 付 け ら れ こ と に よ り 、 帯 状 部 材 ７ ０ は 、 内 視 鏡 用 シ ー ス １ 内 に 配 設 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 帯 状 部 材 ７ ０ は 、 上 述 し た よ う に 、 巻 き 取 り ノ ブ ４ １ が 回 転 操 作 さ れ 、 巻 き 取 り ギ ア ３
１ が 回 転 さ れ る こ と に よ り 、 第 １ の 回 転 部 材 ３ ３ か ら 、 チ ャ ネ ル ３ ７ 、 開 口 ３ ７ ｋ 、 開 口
３ ８ ｋ 、 チ ャ ネ ル ３ ８ へ と 順 次 移 動 し た 後 、 第 ２ の 回 転 部 材 ３ ４ に 巻 き 取 ら れ る こ と に よ
り 、 内 視 鏡 ２ の 先 端 面 ２ ｓ 、 具 体 的 に は 、 少 な く と も 対 物 レ ン ズ ２ １ の 表 面 ２ １ ｆ 及 び 照
明 光 照 射 窓 ２ ２ の 表 面 ２ ２ ｆ を 払 拭 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 尚 、 帯 状 部 材 ７ ０ の 開 口 ３ ７ ｋ か ら 開 口 ３ ８ ｋ ま で 横 切 る 部 位 は 、 図 ４ 、 図 １ ７ に 示 す
よ う に 、 シ ー ス 挿 入 部 １ ａ の 先 端 面 １ ｓ に 形 成 さ れ た ス コ ー プ チ ャ ネ ル ３ ５ の 開 口 ３ ５ ｋ
に よ り 、 内 視 鏡 用 シ ー ス １ か ら 外 部 、 具 体 的 に は 、 体 腔 内 に 挿 入 さ れ た 際 は 、 体 腔 内 に 露
呈 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 帯 状 部 材 ７ ０ は 、 長 手 方 向 Ｇ １ に 長 尺 な 平 行 な ２ 本 の 保 持 部 ７ １
と 、 ２ 本 の 保 持 部 ７ １ を 該 保 持 部 ７ １ の 長 手 方 向 に 沿 っ て 所 定 間 隔 を 有 し て 長 手 方 向 Ｇ １
に 略 直 交 す る 幅 方 向 Ｇ ２ に 連 結 す る 複 数 の 払 拭 部 ７ ２ と か ら 形 成 さ れ た 、 長 手 方 向 Ｇ １ に
沿 っ て 所 定 間 隔 お き に 複 数 開 口 さ れ た 複 数 の 窓 部 ７ ５ を 有 す る 梯 子 状 に 形 成 さ れ て い る 。
尚 、 ２ 本 の 保 持 部 ７ １ と 払 拭 部 ７ ２ と は 、 一 体 的 に 形 成 さ れ て い て も 、 別 体 に 形 成 さ れ て
い て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 図 １ １ に 示 す よ う に 、 帯 状 部 材 ７ ０ は 、 所 定 厚 さ Ａ （ 例 え ば Ａ ＝ ０ ． ０ １ ｍ ｍ ～ １ ｍ ｍ
） を 有 す る 、 柔 軟 性 を 有 か つ 非 延 展 性 を 有 す る 部 材 で 、 所 定 以 上 の 引 っ 張 り 強 度 と ５ ０ ℃
以 上 の 耐 熱 性 及 び 生 体 適 合 性 を 有 す る 部 材 、 例 え ば 木 綿 帯 、 ア ラ ミ ド 繊 維 の 布 あ る い は 不
織 布 、 和 紙 、 ポ リ イ ミ ド 等 の 樹 脂 製 フ ィ ル ム 等 の 半 硬 性 を 有 す る 部 材 か ら 構 成 さ れ て お り
、 厚 さ 方 向 Ｇ ３ に 剛 性 を 有 し 、 長 手 方 向 Ｇ １ に 柔 軟 性 を 有 か つ 非 延 展 性 を 有 す る と と も に
、 幅 方 向 Ｇ ２ に 、 柔 軟 性 、 あ る い は 柔 軟 性 と 弾 性 を 有 し て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 ま た 、 帯 状 部 材 ７ ０ は 、 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 デ ィ ス ポ ー ザ ブ ル な も の と し て 形 成
さ れ て い る 。 即 ち 、 第 １ の 回 転 部 材 ３ ３ か ら 供 給 さ れ 、 先 端 面 ２ ｓ を 払 拭 し た 後 、 第 ２ の
回 転 部 材 ３ ４ に 巻 き 取 ら れ た 帯 状 部 材 ７ ０ は 、 再 度 、 対 物 レ ン ズ ２ １ 及 び 照 明 光 照 射 窓 ２
２ の 各 表 面 ２ １ ｆ 、 ２ ２ ｆ の 払 拭 に 使 用 さ れ る こ と が な い 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 ２ 本 の 保 持 部 ７ １ と 複 数 の 払 拭 部 ７ ２ と に よ り 、 長 手 方 向 Ｇ １ に 沿 っ て 形 成 さ れ る 複 数
の 窓 部 ７ ５ は 、 内 視 鏡 ２ の 先 端 面 ２ ｓ に お い て 、 対 物 レ ン ズ ２ １ 及 び 照 明 光 照 射 窓 ２ ２ が
配 設 さ れ た 領 域 ８ （ 図 １ ０ 参 照 ） よ り も 大 き く 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 領 域 ８ よ り も 大 き く 形 成 さ れ た 窓 部 ７ ５ に よ り 、 先 端 面 ２ ｓ を 払 拭 し な い 待 機 位 置 に 位
置 し た 際 、 即 ち 、 帯 状 部 材 を 移 動 さ せ な い と き に 、 窓 部 ７ ５ は 、 少 な く と も 先 端 面 ２ ｓ の
対 物 レ ン ズ ３ ４ 、 好 ま し く は 先 端 面 ２ ｓ 全 体 を 回 避 す る 。 即 ち 、 対 物 レ ン ズ ２ １ の 視 野 範
囲 Ｑ １ 、 及 び 照 明 光 照 射 窓 ２ ２ の 照 射 範 囲 Ｑ ２ （ い ず れ も 図 １ ６ 参 照 ） を 遮 る こ と が な い
。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 ま た 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 払 拭 部 ７ ２ の ２ 本 の 保 持 部 ７ １ を 、 幅 方 向 Ｇ ２ に 連 結 す る
長 さ Ｌ ２ は 、 少 な く と も 対 物 レ ン ズ ２ １ の 直 径 Ｌ ３ よ り も 大 き く 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 さ ら に 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 払 拭 部 ７ ２ の 先 端 面 ２ ｓ を 払 拭 す る 面 ７ ２ ｆ に 、 所 定 の
厚 さ Ｂ を 有 す る ワ イ パ 部 材 ７ ３ が 、 幅 方 向 Ｇ ２ に 沿 っ て 直 線 状 に 固 定 さ れ て い る 。 尚 、 ワ
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イ パ 部 材 ７ ３ は 、 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 直 線 状 で な く と も よ く 、 ま た 、 図 １ ３ に 示 す よ う
に 、 ２ 本 の 保 持 部 ７ １ と 直 交 し て 配 設 さ れ て な く と も よ い 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 ワ イ パ 部 材 ７ ３ は 、 生 体 適 合 性 を 有 し 、 照 明 光 照 射 窓 ２ ２ の 熱 に 耐 え る 耐 熱 性 を 有 す る
と と も に 、 帯 状 部 材 ７ ０ を 巻 き 取 り ギ ア ３ １ で 巻 き 取 る 際 、 対 物 レ ン ズ ２ １ 等 へ の 当 接 に
よ り 、 損 傷 し な い 強 度 を 有 す る 部 材 、 例 え ば 柔 軟 性 を 有 す る ゴ ム ブ レ ー ド か ら 、 所 定 の 厚
さ Ｂ （ 例 え ば Ｂ ＝ ０ .０ ５ ～ ２ ｍ ｍ ） に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 ま た 、 ワ イ パ 部 材 ７ ３ は 、 対 物 レ ン ズ ２ １ 及 び 照 明 光 照 射 窓 ２ ２ と 当 接 す る 部 位 が 、 例
え ば 、 対 物 レ ン ズ ２ １ 及 び 照 明 光 照 明 窓 ２ ２ か ら 汚 れ を 引 き 剥 が す た め の 山 状 の 稜 線 部 ７
３ ｆ と 、 剥 が れ た 汚 れ を 抱 き か か え て 移 動 さ せ る た め の 溝 ７ ３ ｍ と を 有 す る 凹 凸 形 状 に 形
成 さ れ て い る 。 尚 、 ワ イ パ 部 材 ７ ３ の 形 状 は こ の 形 状 に 限 定 さ れ な い 。 即 ち 、 溝 ７ ３ ｍ を
有 し な い 当 接 部 位 が 平 坦 な 形 状 で あ っ て も 構 わ な い 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 ワ イ パ 部 材 ７ ３ は 、 巻 き 取 り ギ ア ３ １ の 巻 き 取 り に よ り 、 帯 状 部 材 ７ ０ が 、 図 １ ６ に 示
す よ う に 、 開 口 ３ ７ ｋ か ら 開 口 ３ ８ ｋ に 移 動 さ れ る 際 、 対 物 レ ン ズ ２ １ 及 び 照 明 光 照 射 窓
２ ２ に 圧 を 以 て 当 接 し 、 対 物 レ ン ズ ２ １ の 表 面 ２ １ ｆ 及 び 照 明 光 照 射 窓 ２ ２ の 表 面 ２ ２ ｆ
に 附 着 さ れ た 汚 れ を 、 対 物 レ ン ズ ２ １ 及 び 照 明 光 照 射 窓 ２ ２ 以 外 の 領 域 に 移 動 さ せ る 。 ま
た 、 対 物 レ ン ズ ２ １ の 表 面 ２ １ ｆ 等 に 附 着 さ れ た 汚 れ が 、 所 定 の 大 き さ を 有 す る 附 着 物 で
あ る 場 合 は 、 溝 ７ ３ ｍ で 挟 ん で 対 物 レ ン ズ ２ １ 及 び 照 明 光 照 射 窓 ２ ２ 以 外 の 領 域 に 移 動 さ
せ る 。 即 ち 、 ワ イ パ 部 材 ７ ３ は 、 対 物 レ ン ズ ２ １ の 表 面 ２ １ ｆ 及 び 照 明 光 照 射 窓 ２ ２ の 表
面 ２ ２ ｆ の 汚 れ を 払 拭 す る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 尚 、 ワ イ パ 部 材 ７ ３ は 、 対 物 レ ン ズ ２ １ の 表 面 ２ １ ｆ 及 び 照 明 光 照 射 窓 ２ ２ の 表 面 ２ ２
ｆ の 汚 れ を 吸 収 す る 部 材 か ら 構 成 さ れ て い て も 良 く 、 ま た 、 図 １ ４ に 示 す よ う に 、 同 一 箇
所 に お い て 、 ２ 本 の 保 持 部 ７ １ を 、 ２ 本 の 払 拭 部 ７ ２ で 連 結 し 、 該 ２ 本 の 払 拭 部 ７ ２ の 各
払 拭 面 ７ ２ ｆ に 、 例 え ば 、 表 面 の 汚 れ を 移 動 さ せ る ワ イ パ 部 材 ７ ３ ａ と 、 表 面 の 汚 れ を 吸
収 す る ワ イ パ 部 材 ７ ３ ｂ と を 別 個 に 配 設 し て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 ま た 、 帯 状 部 材 ７ ０ に 、 ワ イ パ 部 材 ７ ３ は 、 必 ず し も 必 要 で は な く 、 図 １ ５ に 示 す よ う
に 、 ２ 本 の 保 持 部 ７ １ を 紐 部 材 か ら 構 成 し 、 払 拭 部 ７ ２ を 糸 状 部 材 か ら 構 成 し て 、 ２ 本 の
保 持 部 ７ １ と 一 体 的 に 編 み 込 ん で 形 成 し た 後 、 払 拭 部 ７ ２ の 払 拭 面 ７ ２ ｆ 自 体 が 、 対 物 レ
ン ズ ２ １ の 表 面 ２ １ ｆ 及 び 照 明 光 照 射 窓 ２ ２ の 表 面 ２ ２ ｆ に 当 接 し て 、 対 物 レ ン ズ ２ １ の
表 面 ２ １ ｆ 及 び 照 明 光 照 射 窓 ２ ２ の 表 面 ２ ２ ｆ の 汚 れ を 払 拭 し て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 内 視 鏡 用 シ ー ス １ を 、 内 視 鏡 ２ の 外 周 に 被 覆 す る と 、 内 視 鏡 ２ は
、 内 視 鏡 用 シ ー ス １ の 内 部 に お け る 所 定 の 部 位 に て 、 図 ４ の 二 点 鎖 線 で 示 す 如 く に 配 置 さ
れ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 即 ち 、 内 視 鏡 用 シ ー ス １ の シ ー ス 挿 入 部 １ ａ 及 び シ ー ス 操 作 部 １ ｂ の 帯 状 部 材 収 納 部 ５
１ の ス コ ー プ チ ャ ネ ル ３ ５ に 、 内 視 鏡 ２ の 挿 入 部 ２ ａ が 挿 入 軸 方 向 Ｊ １ に 沿 っ て 挿 通 配 置
さ れ 、 シ ー ス 操 作 部 １ ｂ の 内 視 鏡 固 定 部 ５ ２ の ス コ ー プ チ ャ ネ ル ３ ５ に 、 内 視 鏡 ２ の 操 作
部 ２ ｂ が 、 挿 入 軸 方 向 Ｊ １ に 沿 っ て 挿 通 配 置 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 ま た 、 内 視 鏡 ２ の ラ イ ト ガ イ ド ポ ー ト ２ ｃ は 、 シ ー ス 操 作 部 １ ｂ の 内 視 鏡 固 定 部 ５ ２ の
嵌 入 溝 １ ｄ に 、 挿 入 軸 方 向 Ｊ １ に 沿 っ て 所 定 位 置 ま で 嵌 入 さ れ た 後 、 内 視 鏡 固 定 部 ５ ２ に
配 設 さ れ た ２ 本 の ロ ッ ク ピ ン ４ ２ が 、 ラ イ ト ガ イ ド ポ ー ト ２ ｃ に 形 成 さ れ た ２ つ の 嵌 入 穴
２ ｈ に 、 付 勢 バ ネ ４ ３ の 付 勢 に よ り 突 出 し て 嵌 入 す る こ と に よ り 、 内 視 鏡 固 定 部 ５ ２ に 固
定 さ れ る 。 即 ち 、 内 視 鏡 ２ は 、 内 視 鏡 用 シ ー ス １ に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
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　 こ の 固 定 後 、 内 視 鏡 ２ の 挿 入 部 ２ ａ の 先 端 面 ２ ｓ は 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 内 視 鏡 用 シ ー
ス １ の シ ー ス 挿 入 部 １ ａ の 先 端 面 １ ｓ か ら 、 挿 入 軸 方 向 Ｊ １ の 先 端 側 に 、 所 定 長 さ Ｌ １ 突
出 し て 位 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 次 に 、 こ の よ う に 構 成 さ れ た 本 実 施 の 形 態 の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。   
　 先 ず 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 内 視 鏡 用 シ ー ス １ が 、 挿 入 軸 方 向 Ｊ １ に 沿 っ て 、 右 半 部 １ ｒ
と 、 左 半 部 １ ｌ と に 分 割 さ れ た 後 、 帯 状 部 材 ７ ０ の 長 手 方 向 Ｇ １ の 一 端 側 が 所 定 に 巻 き 付
け ら れ た 第 １ の 回 転 部 材 ３ ３ が 、 右 半 部 １ ｒ の 収 納 軸 ３ ３ ｊ に 取 り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 次 い で 、 帯 状 部 材 ７ ０ の 長 手 方 向 Ｇ １ の 他 端 側 が 所 定 に 巻 き 付 け ら れ た 第 ２ の 回 転 部 材
３ ４ が 、 右 半 部 １ ｒ の 収 納 軸 ３ ３ ｊ に 取 り 付 け ら れ 、 さ ら に 、 帯 状 部 材 ７ ０ の 中 程 、 具 体
的 に は 、 第 １ の 回 転 部 材 ３ ３ 及 び 第 ２ の 回 転 部 材 ３ ４ に 巻 き 付 け ら れ て い な い 帯 状 部 材 ７
０ が 、 右 半 部 １ ｒ 側 の チ ャ ネ ル ３ ７ 及 び チ ャ ネ ル ３ ８ に Ｕ の 字 状 に 嵌 入 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 そ の 後 、 右 半 部 １ ｒ に 対 し 、 左 半 部 １ ｌ が 、 右 半 部 １ ｒ と 左 半 部 １ ｌ と で 形 成 さ れ る チ
ャ ネ ル ３ ７ 及 び チ ャ ネ ル ３ ８ に 、 帯 状 部 材 ７ ０ が 通 過 自 在 に 挿 通 さ れ る よ う 貼 り 合 わ さ れ
る 。 そ の 後 、 右 半 部 １ ｒ と 左 半 部 １ ｌ と は 、 所 定 の 手 段 、 例 え ば 係 止 爪 に よ り ロ ッ ク さ れ
る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 次 い で 、 内 視 鏡 用 シ ー ス １ が 、 内 視 鏡 ２ の 外 周 に 被 覆 さ れ 、 ロ ッ ク ピ ン ４ ２ に よ り 内 視
鏡 ２ に 固 定 さ れ る 。 そ の 後 、 巻 き 取 り ノ ブ ４ １ が 回 転 操 作 さ れ 、 巻 き 取 り ギ ア ３ １ が 帯 状
部 材 ７ ０ を 引 き 込 む こ と に よ り 、 帯 状 部 材 ７ ０ は 、 該 帯 状 部 材 ７ ０ の 払 拭 部 ７ ２ の ワ イ パ
部 材 ７ ３ が 、 対 物 レ ン ズ ２ １ 及 び 照 明 光 照 射 窓 ２ ２ の 表 面 に 当 接 し な い 待 機 位 置 ま で 移 動
さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 言 い 換 え れ ば 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 帯 状 部 材 ７ ０ の 窓 部 ７ ５ が 、 対 物 レ ン ズ ２ １ 及 び
照 明 光 照 射 窓 ２ ２ を 含 む 領 域 ８ を 囲 む 位 置 ま で 、 帯 状 部 材 ７ ０ が 移 動 さ れ る 。 そ の 後 、 こ
の 状 態 で 、 内 視 鏡 用 シ ー ス １ が 被 覆 さ れ た 内 視 鏡 ２ 、 即 ち 内 視 鏡 装 置 １ ０ ０ が 、 検 査 や 処
置 等 の 目 的 で 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 そ の 後 、 検 査 、 処 置 中 に 、 内 視 鏡 ２ の 挿 入 部 ２ ａ の 先 端 面 ２ ｓ に 配 設 さ れ た 対 物 レ ン ズ
２ １ 及 び 照 明 光 照 射 窓 ２ ２ の 各 表 面 ２ １ ｆ 、 ２ ２ ｆ に 、 体 腔 内 の 脂 肪 や 体 液 あ る い は 処 置
中 の 出 血 や 水 飛 沫 も し く は エ ネ ル ギ ー 処 置 具 の 使 用 に よ り 生 じ る 煙 や ミ ス ト 等 の 汚 れ が 附
着 さ れ て し ま っ た 結 果 、 内 視 鏡 ２ の 観 察 視 野 が 十 分 確 保 で き な い 、 ま た は 観 察 に 必 要 な 照
明 光 の 光 量 が 十 分 確 保 で き な く な っ て し ま っ た 場 合 、 巻 き 取 り ノ ブ ４ １ が 回 転 操 作 さ れ る
。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 そ の 結 果 、 巻 き 取 り ギ ア ３ １ が 回 転 さ れ 、 帯 状 部 材 ７ ０ を 引 き 込 む こ と に よ り 、 第 １ の
回 転 部 材 ３ ３ に 巻 き 付 い て い た 払 拭 前 の 帯 状 部 材 ７ ０ は 、 順 次 チ ャ ネ ル ３ ７ に 供 給 さ れ 、
そ の 後 、 帯 状 部 材 ７ ０ は 、 チ ャ ネ ル ３ ７ 内 を 挿 入 軸 方 向 Ｊ １ 先 端 側 に 順 次 移 動 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 さ ら に 、 帯 状 部 材 ７ ０ は 、 シ ー ス 挿 入 部 １ ａ の 先 端 面 １ ｓ に お い て 、 開 口 ３ ７ ｋ か ら 開
口 ３ ８ ｋ に 順 次 移 動 さ れ る 。 こ の 際 、 帯 状 部 材 ７ ０ の 払 拭 部 ７ ２ に 固 定 さ れ た 複 数 の ワ イ
パ 部 材 ７ ３ が 、 対 物 レ ン ズ ２ １ 及 び 照 明 光 照 射 窓 ２ ２ の 各 表 面 ２ １ ｆ 、 ２ ２ ｆ を 、 径 方 向
Ｊ ２ に 順 次 摺 動 す る こ と に よ り 、 対 物 レ ン ズ ２ １ 及 び 照 明 光 照 射 窓 ２ ２ の 各 表 面 ２ １ ｆ 、
２ ２ ｆ の 汚 れ は 、 対 物 レ ン ズ ２ １ 及 び 照 明 光 照 射 窓 ２ ２ 以 外 の 領 域 に 移 動 さ れ る 。 こ の 際
、 各 表 面 ２ １ ｆ 、 ２ ２ ｆ に 附 着 さ れ た 大 き な 汚 れ は 、 ワ イ パ 部 材 ７ ３ の 溝 ７ ３ ｍ に 挟 ま れ
て 、 対 物 レ ン ズ ２ １ 及 び 照 明 光 照 射 窓 ２ ２ 以 外 の 領 域 に 移 動 さ れ る 。 ま た 、 同 時 に 、 ワ イ
パ 部 材 ７ ３ に 、 汚 れ が 附 着 さ れ る 。 即 ち 、 対 物 レ ン ズ ２ １ の 表 面 ２ １ ｆ 及 び 照 明 光 照 射 窓
２ ２ の 表 面 ２ ２ ｆ の 汚 れ が 払 拭 さ れ る 。
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【 ０ ０ ７ ８ 】
　 尚 、 こ の 際 、 内 視 鏡 用 シ ー ス １ ま た は 内 視 鏡 ２ か ら 対 物 レ ン ズ ２ １ の 表 面 ２ １ ｆ 及 び 照
明 光 照 射 窓 ２ ２ の 表 面 ２ ２ ｆ に 送 水 を 行 え ば 、 よ り 効 果 的 に 各 表 面 ２ １ ｆ 、 ２ ２ ｆ の 汚 れ
を 除 去 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 ま た 、 帯 状 部 材 ７ ０ が 開 口 ３ ７ ｋ か ら 開 口 ３ ８ ｋ に 移 動 さ れ る 際 は 、 ブ レ ー キ ギ ア ３ ２
及 び 巻 き 取 り ギ ア ３ １ に よ り 、 上 述 し た よ う に 、 帯 状 部 材 ７ ０ は 引 張 さ れ て い る こ と か ら
、 複 数 の ワ イ パ 部 材 ７ ３ の 当 接 部 位 は 、 圧 を 以 て 対 物 レ ン ズ ２ １ の 表 面 ２ １ ｆ 及 び 照 明 光
照 射 窓 ２ ２ の 表 面 ２ ２ ｆ に 当 接 さ れ る こ と か ら 、 複 数 の ワ イ パ 部 材 ７ ３ は 、 当 接 に 伴 い 変
形 さ れ た 状 態 で 順 次 摺 動 移 動 さ れ る 。 そ の 結 果 、 各 表 面 ２ １ ｆ 、 ２ ２ ｆ の 汚 れ は 確 実 に 除
去 さ れ る
　 ま た 、 帯 状 部 材 ７ ０ が 開 口 ３ ７ ｋ か ら 開 口 ３ ８ ｋ に 移 動 さ れ る 際 、 シ ー ス 挿 入 部 １ ａ の
先 端 面 １ ｓ に 設 け ら れ た ガ イ ド 部 材 ４ ４ に よ り 、 帯 状 部 材 ７ ０ が 、 先 端 面 １ ｓ に お い て 、
径 方 向 Ｊ ２ に 直 交 す る 径 方 向 Ｊ ３ に 横 滑 り し て し ま う の が 防 止 さ れ る と と も に 、 帯 状 部 材
７ ０ の 対 物 レ ン ズ ２ １ の 当 接 す る 面 ７ ２ ｆ の 裏 面 ７ ２ ｒ （ い ず れ も 図 １ １ 参 照 ） が 、 対 物
レ ン ズ ２ １ に 当 接 せ ず に 、 挿 入 軸 方 向 Ｊ １ 先 端 側 に ず れ し て し ま う の が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 そ の 後 、 払 拭 後 の 帯 状 部 材 ７ ０ が 、 チ ャ ネ ル ３ ８ 内 を 挿 入 軸 方 向 Ｊ １ 基 端 側 に 順 次 移 動
さ れ た 後 、 チ ャ ネ ル ３ ８ か ら 、 第 ２ の 回 転 部 材 ３ ４ に 巻 き つ く よ う 順 次 移 動 さ れ る 。 即 ち
、 第 ２ の 回 転 部 材 ３ ４ に 巻 き 取 ら れ る と と も に 、 汚 れ が 周 囲 に 飛 散 さ れ な い よ う 、 回 収 部
６ ８ 内 に 回 収 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 尚 、 巻 き 取 り ノ ブ ４ １ の 回 転 に 伴 う 、 帯 状 部 材 ７ ０ の 第 １ の 回 転 部 材 ３ ３ か ら 第 ２ の 回
転 部 材 ３ ４ へ の 移 動 は 、 対 物 レ ン ズ ２ １ の 表 面 ２ １ ｆ 及 び 照 明 光 照 射 窓 ２ ２ の 表 面 ２ ２ ｆ
の 汚 れ が 除 去 さ れ る ま で 行 わ れ る 。 即 ち 、 帯 状 部 材 ７ ０ に 配 設 さ れ た 複 数 の ワ イ パ 部 材 ７
３ の 内 、 １ つ の ワ イ パ 部 材 ７ ３ を 、 開 口 ３ ７ ｋ か ら 開 口 ３ ８ ｋ ま で 移 動 さ せ た だ け で 、 対
物 レ ン ズ ２ １ の 表 面 ２ １ ｆ 及 び 照 明 光 照 射 窓 ２ ２ の 表 面 ２ ２ ｆ の 汚 れ が 除 去 さ れ れ ば 、 巻
き 取 り ノ ブ ４ １ を 回 転 し 続 け る 必 要 は な い 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 検 査 、 処 置 終 了 後 、 体 腔 内 か ら 抜 去 さ れ た 内 視 鏡 用 シ ー ス １ か ら 、 内 視 鏡 ２ が 抜 去 さ れ
た 後 、 内 視 鏡 用 シ ー ス １ の 右 半 部 １ ｒ か ら 、 左 半 部 １ ｌ が 外 さ れ 、 最 後 に 、 第 １ の 回 転 部
材 ３ ３ が 、 収 納 軸 ３ ３ ｊ か ら 取 り 外 さ れ 、 第 ２ の 回 転 部 材 ３ ４ が 、 収 納 軸 ３ ４ ｊ か ら 取 り
外 さ れ 、 帯 状 部 材 ７ ０ が 、 内 視 鏡 用 シ ー ス １ か ら 取 り 出 さ れ た 後 、 汚 れ が 附 着 さ れ た 帯 状
部 材 ７ ０ は 廃 棄 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 こ の よ う に 、 本 実 施 の 形 態 を 示 す 内 視 鏡 用 シ ー ス １ に お い て は 、 帯 状 部 材 ７ ０ を 第 １ の
回 転 部 材 ３ ３ か ら 第 ２ の 回 転 部 材 ３ ４ に 、 体 腔 内 に 挿 入 さ れ て い な い シ ー ス 操 作 部 １ ｂ の
巻 き 取 り ノ ブ ４ １ を 回 転 さ せ て 移 動 さ せ る の み で 、 内 視 鏡 用 シ ー ス １ に 挿 通 さ れ た 内 視 鏡
２ の 対 物 レ ン ズ ２ １ の 表 面 ２ １ ｆ 及 び 照 明 光 照 射 窓 ２ ２ の 表 面 ２ ２ ｆ の 汚 れ を 除 去 す る こ
と が で き る た め 、 検 査 、 処 置 中 、 対 物 レ ン ズ ２ １ 及 び 照 明 光 照 射 窓 ２ ２ に 附 着 物 が 附 着 さ
れ て し ま っ て も 、 内 視 鏡 ２ を 体 腔 外 に 抜 去 す る こ と な く 同 附 着 物 を 容 易 に 除 去 で る 、 こ の
こ と か ら 、 検 査 、 処 置 中 、 良 好 な 視 界 及 び 該 良 好 な 視 界 を 得 る 光 量 を 常 時 確 保 で き る よ う
に 構 成 し た 内 視 鏡 用 シ ー ス １ を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 ま た 、 帯 状 部 材 ７ ０ に は 、 払 拭 後 、 対 物 レ ン ズ ２ １ 及 び 照 明 光 照 射 窓 ２ ２ の 各 表 面 ２ １
ｆ 、 ２ ２ ｆ か ら 払 拭 し た 汚 れ が 附 着 さ れ る た め 、 内 視 鏡 ２ の 挿 入 部 ２ ａ の 先 端 面 ２ ｓ に 払
拭 後 の 汚 れ が 蓄 積 さ れ る こ と が な い 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 さ ら に 、 帯 状 部 材 ７ ０ を 、 デ ィ ス ポ ー ザ ブ ル 部 材 か ら 構 成 し 、 第 ２ の 回 転 部 材 ３ ４ に 回
収 し た 払 拭 後 の 汚 れ が 附 着 さ れ た 帯 状 部 材 ７ ０ を 、 再 度 、 払 拭 に 使 用 す る こ と が な い た め
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、 帯 状 部 材 ７ ０ か ら 、 対 物 レ ン ズ ２ １ 及 び 照 明 光 照 射 窓 ２ ２ に 汚 れ が 再 付 着 し て し ま う こ
と を 確 実 に 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 尚 、 以 下 、 変 形 例 を 示 す 。   
　 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 帯 状 部 材 ７ ０ は 、 第 １ の 回 転 部 材 ３ ３ か ら 第 ２ の 回 転 部 材 ３
４ に 移 動 す る と 示 し た が 、 帯 状 部 材 ７ ０ が 第 ２ の 回 転 部 材 ３ ４ か ら 第 １ の 回 転 部 材 ３ ３ に
移 動 し て し ま う こ と が な い よ う 、 巻 き 取 り ギ ア ３ １ 及 び ブ レ ー キ ギ ア ３ ２ に 、 逆 回 転 防 止
機 構 を 設 け て も よ い 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
（ 第 ２ 実 施 の 形 態 ）
　 図 １ ８ は 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 の 形 態 を 示 す 内 視 鏡 用 シ ー ス の 断 面 図 、 図 １ ９ は 、 図 １ ８
中 の XIX-XIX線 に 沿 う 内 視 鏡 用 シ ー ス の シ ー ス 操 作 部 の 帯 状 部 材 収 納 部 ５ １ の 断 面 図 で あ
る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 本 実 施 の 形 態 の 内 視 鏡 用 シ ー ス の 構 成 は 、 第 １ 実 施 の 形 態 の 内 視 鏡 用 シ ー ス と 比 し て 、
帯 状 部 材 ７ ０ を 再 利 用 可 能 な 構 成 と し 、 帯 状 部 材 ７ ０ を 、 第 １ の 回 転 部 材 ３ ３ か ら 第 ２ の
回 転 部 材 ３ ４ へ と 移 動 さ せ る の み な ら ず 、 第 ２ の 回 転 部 材 ３ ４ か ら 第 １ の 回 転 部 材 ３ ３ へ
と 移 動 さ せ る 構 成 を 有 す る 点 の み が 異 な る 。 よ っ て 、 こ の 相 違 点 の み を 説 明 し 、 第 １ 実 施
の 形 態 と 同 様 の 構 成 に は 同 じ 符 号 を 付 し 、 そ の 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 図 １ ８ に 示 す よ う に 、 シ ー ス 挿 入 部 １ ａ の 径 方 向 Ｊ ２ の 任 意 の 一 端 １ ｋ １ に 、 シ ー ス 挿
入 部 １ ａ の 挿 入 軸 方 向 Ｊ １ の 先 端 か ら 基 端 ま で 挿 入 軸 方 向 Ｊ １ に 沿 っ て 貫 通 す る チ ャ ネ ル
３ ７ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 尚 、 チ ャ ネ ル ３ ７ は 、 帯 状 部 材 ７ ０ を 第 １ の 回 転 部 材 ３ ３ か ら 第 ２ の 回 転 部 材 ３ ４ へ と
移 動 さ せ る 際 は 、 本 発 明 に お け る 第 １ の チ ャ ネ ル を 構 成 し 、 帯 状 部 材 ７ ０ を 第 ２ の 回 転 部
材 ３ ４ か ら 第 １ の 回 転 部 材 ３ ３ へ と 移 動 さ せ る 際 、 即 ち 、 他 端 １ ｋ ２ か ら 一 端 １ ｋ １ に 移
動 さ せ る 際 は 、 本 発 明 に お け る 第 ２ の チ ャ ネ ル を 構 成 す る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 ま た 、 シ ー ス 挿 入 部 １ ａ の 径 方 向 Ｊ ２ の 任 意 の 一 端 １ ｋ １ に 対 向 す る 他 端 １ ｋ ２ に 、 シ
ー ス 挿 入 部 １ ａ の 挿 入 軸 方 向 Ｊ １ の 先 端 か ら 基 端 ま で 挿 入 軸 方 向 Ｊ １ に 沿 っ て 貫 通 す る チ
ャ ネ ル ３ ８ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 尚 、 チ ャ ネ ル ３ ８ は 、 帯 状 部 材 ７ ０ を 第 ２ の 回 転 部 材 ３ ４ か ら 第 １ の 回 転 部 材 ３ ３ へ と
移 動 さ せ る 際 は 、 本 発 明 に お け る 第 １ の チ ャ ネ ル を 構 成 し 、 帯 状 部 材 ７ ０ を 第 １ の 回 転 部
材 ３ ３ か ら 第 ２ の 回 転 部 材 ３ ４ へ と 移 動 さ せ る 際 、 即 ち 、 他 端 １ ｋ ２ か ら 一 端 １ ｋ １ に 移
動 さ せ る 際 は 、 本 発 明 に お け る 第 ２ の チ ャ ネ ル を 構 成 す る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 シ ー ス 操 作 部 １ ｂ の 帯 状 部 材 収 納 部 ５ １ の 内 部 に 、 チ ャ ネ ル ３ ７ に 連 通 す る 空 間 で あ る
収 納 部 ６ ７ と 、 チ ャ ネ ル ３ ８ に 連 通 す る 空 間 で あ る 回 収 部 ６ ８ と が 形 成 さ れ て い る 。 尚 、
本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 図 １ ９ に 示 す よ う に 、 収 納 部 ６ ７ と 回 収 部 ６ ８ と は 連 通 し て い
る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 収 納 部 ６ ７ に 、 帯 状 部 材 ７ ０ が 巻 き 付 け ら れ た 第 １ の 回 転 部 材 ３ ３ が 挿 入 軸 方 向 Ｊ １ に
向 か っ て 回 転 自 在 に 、 収 納 軸 ３ ３ ｊ に よ り 軸 支 さ れ て 配 設 さ れ て い る 。 さ ら に 、 収 納 部 ６
７ の 第 １ の 回 転 部 材 ３ ３ の 挿 入 軸 方 向 Ｊ １ 先 端 側 に 、 送 り ギ ア ２ ３ ２ が 挿 入 軸 方 向 Ｊ １ に
向 か っ て 回 転 自 在 に 、 軸 ２ ３ ２ ｊ に よ り 軸 支 さ れ て 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 収 納 部 ６ ７ は 、 帯 状 部 材 ７ ０ を 第 １ の 回 転 部 材 ３ ３ か ら 第 ２ の 回 転 部 材 ３ ４ へ と 移 動 さ
せ る 際 は 、 本 発 明 に お け る 第 １ の 格 納 部 を 構 成 し 、 帯 状 部 材 ７ ０ を 第 ２ の 回 転 部 材 ３ ４ か
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ら 第 １ の 回 転 部 材 ３ ３ へ と 移 動 さ せ る 際 は 、 本 発 明 に お け る 第 ２ の 格 納 部 を 構 成 す る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 送 り ギ ア ２ ３ ２ は 、 帯 状 部 材 ７ ０ を 第 １ の 回 転 部 材 ３ ３ か ら 第 ２ の 回 転 部 材 ３ ４ へ と 移
動 さ せ る 際 は 、 第 １ の 回 転 部 材 ３ ３ か ら チ ャ ネ ル ３ ７ へ 帯 状 部 材 ７ ０ の 供 給 を 促 進 す る 本
発 明 に お け る 第 １ の ギ ア を 構 成 す る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 ま た 、 送 り ギ ア ２ ３ ２ は 、 帯 状 部 材 ７ ０ を 第 ２ の 回 転 部 材 ３ ４ か ら 第 １ の 回 転 部 材 ３ ３
へ と 移 動 さ せ る 際 は 、 送 り ギ ア ２ ３ ２ の 回 転 に よ っ て 第 ２ の 回 転 部 材 ３ ４ を 回 転 さ せ る こ
と に よ り 、 第 ２ の 回 転 部 材 ３ ４ に 巻 き 付 け ら れ た 帯 状 部 材 ７ ０ を 、 チ ャ ネ ル ３ ８ 、 開 口 ３
８ ｋ 、 開 口 ３ ７ ｋ 、 チ ャ ネ ル ３ ７ 、 を 介 し て 第 １ の 回 転 部 材 ３ ３ に 巻 き 付 け る よ う 機 能 し
、 開 口 ３ ８ ｋ か ら 開 口 ３ ７ ｋ に 帯 状 部 材 ７ ０ を 移 動 さ せ る 移 動 機 構 を 構 成 す る と と も に 、
本 発 明 に お け る 第 ２ の ギ ア を 構 成 す る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 送 り ギ ア ２ ３ ２ は 、 上 述 し た 第 １ 実 施 形 態 の 巻 き 取 り ギ ア ３ １ と 同 一 構 成 を 有 し て お り
、 帯 状 部 材 ７ ０ を 第 ２ の 回 転 部 材 ３ ４ か ら 第 １ の 回 転 部 材 ３ ３ へ と 移 動 さ せ る 際 は 、 帯 状
部 材 ７ ０ の 幅 方 向 Ｇ ２ の 両 端 部 に 外 周 に 沿 っ て 形 成 さ れ た 各 爪 部 ３ １ ｔ が 帯 状 部 材 ７ ０ に
食 い 込 み 、 回 転 に よ り 、 帯 状 部 材 ７ ０ を 引 き 込 む こ と に よ り 、 第 ２ の 回 転 部 材 ３ ４ を 回 転
さ せ る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 尚 、 送 り ギ ア ２ ３ ２ は 、 タ イ ミ ン グ ベ ル ト ２ ５ ０ に よ り 、 後 述 す る 巻 き 取 り ギ ア ２ ３ １
と 同 期 し て 同 方 向 に 回 転 す る 。 尚 、 図 示 し な い が 、 送 り ギ ア ２ ３ ２ を 回 転 操 作 す る ノ ブ が
、 帯 状 部 材 収 納 部 ５ １ の 外 表 面 に 配 設 さ れ て い て も 構 わ な い 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 回 収 部 ６ ８ に 、 帯 状 部 材 ７ ０ が 巻 き 付 け ら れ る 第 ２ の 回 転 部 材 ３ ４ が 挿 入 軸 方 向 Ｊ １ に
沿 っ て 回 転 自 在 に 、 回 収 軸 ３ ４ ｊ に よ り 軸 支 さ れ て 配 設 さ れ て い る 。 さ ら に 、 回 収 部 ６ ８
の 第 ２ の 回 転 部 材 ３ ４ の 挿 入 軸 方 向 Ｊ １ 先 端 側 に 、 巻 き 取 り ギ ア ２ ３ １ が 挿 入 軸 方 向 Ｊ １
に 向 か っ て 回 転 自 在 に 、 軸 ２ ３ １ ｊ に よ り 軸 支 さ れ て 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 収 納 部 ６ ８ は 、 帯 状 部 材 ７ ０ を 第 ２ の 回 転 部 材 ３ ４ か ら 第 １ の 回 転 部 材 ３ ３ へ と 移 動 さ
せ る 際 は 、 本 発 明 に お け る 第 １ の 格 納 部 を 構 成 し 、 帯 状 部 材 ７ ０ を 第 １ の 回 転 部 材 ３ ３ か
ら 第 ２ の 回 転 部 材 ３ ４ へ と 移 動 さ せ る 際 は 、 本 発 明 に お け る 第 ２ の 格 納 部 を 構 成 す る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 巻 き 取 り ギ ア ２ ３ １ は 、 帯 状 部 材 ７ ０ を 第 ２ の 回 転 部 材 ３ ４ か ら 第 １ の 回 転 部 材 ３ ３ へ
と 移 動 さ せ る 際 は 、 第 ２ の 回 転 部 材 ３ ４ か ら チ ャ ネ ル ３ ８ へ 帯 状 部 材 ７ ０ の 供 給 を 促 進 す
る 本 発 明 に お け る 第 １ の ギ ア を 構 成 す る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 ま た 、 巻 き 取 り ギ ア ２ ３ １ は 、 帯 状 部 材 ７ ０ を 第 １ の 回 転 部 材 ３ ３ か ら 第 ２ の 回 転 部 材
３ ４ へ と 移 動 さ せ る 際 は 、 巻 き 取 り ギ ア ２ ３ １ の 回 転 に よ っ て 第 １ の 回 転 部 材 ３ ３ を 回 転
さ せ る こ と に よ り 、 第 １ の 回 転 部 材 ３ ３ に 巻 き 付 け ら れ た 帯 状 部 材 ７ ０ を 、 チ ャ ネ ル ３ ７
、 開 口 ３ ７ ｋ 、 開 口 ３ ８ ｋ 、 チ ャ ネ ル ３ ８ を 介 し て 第 ２ の 回 転 部 材 ３ ４ に 巻 き 付 け る よ う
機 能 し 、 開 口 ３ ７ ｋ か ら 開 口 ３ ８ ｋ に 帯 状 部 材 ７ ０ を 移 動 さ せ る 移 動 機 構 を 構 成 す る と と
も に 、 本 発 明 に お け る 第 ２ の ギ ア を 構 成 す る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 巻 き 取 り ギ ア ２ ３ １ は 、 上 述 し た 第 １ 実 施 形 態 の 巻 き 取 り ギ ア ３ １ と 同 一 構 成 を 有 し て
お り 、 帯 状 部 材 ７ ０ を 第 １ の 回 転 部 材 ３ ３ か ら 第 ２ の 回 転 部 材 ３ ４ へ と 移 動 さ せ る 際 は 、
帯 状 部 材 ７ ０ の 幅 方 向 Ｇ ２ の 両 端 部 に 外 周 に 沿 っ て 形 成 さ れ た 各 爪 部 ３ １ ｔ が 帯 状 部 材 ７
０ に 食 い 込 み 、 回 転 に よ り 、 帯 状 部 材 ７ ０ を 巻 き 込 む こ と に よ り 、 第 １ の 回 転 部 材 ３ ３ を
回 転 さ せ る 。 尚 、 巻 き 取 り ギ ア ２ ３ １ は 、 タ イ ミ ン グ ベ ル ト ２ ５ ０ に よ り 、 送 り ギ ア ２ ３
２ と 同 期 し て 同 方 向 に 回 転 す る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
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　 ま た 、 図 １ ９ に 示 す よ う に 、 シ ー ス 操 作 部 １ ｂ の 帯 状 部 材 収 納 部 ５ １ の 外 表 面 に 、 帯 状
部 材 収 納 部 ５ １ の 回 収 部 ６ ８ に 配 設 さ れ た 巻 き 取 り ギ ア ２ ３ １ を 回 転 操 作 す る 巻 き 取 り ノ
ブ ４ １ が 配 設 さ れ て い る 。 尚 、 巻 き 取 り ノ ブ ４ １ は 、 巻 き 取 り ギ ア ２ ３ １ を 軸 支 す る 軸 ２
３ １ ｊ の 頭 部 を 構 成 し て い る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 さ ら に 、 回 収 部 ６ ８ の 巻 き 取 り ギ ア ２ ３ １ の 挿 入 軸 方 向 Ｊ １ 先 端 側 に 、 引 張 部 材 で あ る
テ ン シ ョ ン ロ ー ラ ２ ５ １ が 挿 入 軸 方 向 Ｊ １ に 回 転 自 在 に 、 例 え ば 図 示 し な い 既 知 の リ ー ル
台 等 に 軸 支 さ れ て 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 テ ン シ ョ ン ロ ー ラ ２ ５ １ は 、 既 知 の ピ ン チ ロ ー ラ 等 か ら 構 成 さ れ て お り 、 帯 状 部 材 ７ ０
が 、 第 １ の 回 転 部 材 ３ ３ か ら 第 ２ の 回 転 部 材 ３ ４ に 移 動 す る 際 、 ま た は 、 第 ２ の 回 転 部 材
３ ４ か ら 第 １ の 回 転 部 材 ３ ３ に 移 動 す る 際 、 帯 状 部 材 ７ ０ を 押 下 す る こ と に よ り 、 帯 状 部
材 ７ ０ を 引 張 さ せ る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 尚 、 そ の 他 の 構 成 は 、 上 述 し た 第 １ 実 施 の 形 態 と 同 様 で あ る た め 、 そ の 説 明 は 省 略 す る
。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 次 に 、 こ の よ う に 構 成 さ れ た 本 形 態 の 内 視 鏡 用 シ ー ス の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。 尚 、 帯
状 部 材 ７ ０ の 内 視 鏡 用 シ ー ス １ へ の 嵌 入 方 法 等 は 、 上 述 し た 第 １ 実 施 の 形 態 と 同 じ で あ る
た め 、 そ の 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 内 視 鏡 用 シ ー ス １ が 被 覆 さ れ た 内 視 鏡 ２ 、 即 ち 内 視 鏡 装 置 １ ０ ０ が 体 腔 内 に 挿 入 さ れ 、
検 査 、 処 置 中 に 、 内 視 鏡 ２ の 挿 入 部 ２ ａ の 先 端 面 ２ ｓ に 配 設 さ れ た 対 物 レ ン ズ ２ １ 及 び 照
明 光 照 射 窓 ２ ２ の 表 面 に 、 体 腔 内 の 脂 肪 や 体 液 あ る い は 処 置 中 の 出 血 や 水 飛 沫 も し く は エ
ネ ル ギ ー 処 置 具 の 使 用 に よ り 生 じ る 煙 や ミ ス ト 等 が 附 着 し て し ま っ た 結 果 、 内 視 鏡 ２ の 観
察 視 野 が 十 分 確 保 で き な い 、 ま た は 観 察 に 必 要 な 照 明 光 の 光 量 が 十 分 確 保 で き な く な っ て
し ま っ た 場 合 は 、 巻 き 取 り ノ ブ ４ １ が 一 方 向 に 回 転 操 作 さ れ る 。
【 ０ １ １ １ 】
　 そ の 結 果 、 巻 き 取 り ギ ア ２ ３ １ が 回 転 さ れ 、 帯 状 部 材 ７ ０ を 引 き 込 む こ と と と も に 、 同
期 し て 送 り ギ ア ２ ３ ２ が 回 転 さ れ る こ と に よ り 、 第 １ の 回 転 部 材 ３ ３ に 巻 き 付 い て い た 払
拭 前 の 帯 状 部 材 ７ ０ は 、 上 述 し た 第 １ 実 施 の 形 態 に 示 し た よ う に 、 チ ャ ネ ル ３ ７ 、 開 口 ３
７ ｋ 、 開 口 ３ ８ ｋ 、 チ ャ ネ ル ３ ８ を 介 し て 、 第 ２ の 回 転 部 材 ３ ４ ま で 順 次 送 ら れ る 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 こ の こ と に よ り 、 帯 状 部 材 ７ ０ の 複 数 の 払 拭 部 ７ ２ に 固 定 さ れ た ワ イ パ 部 材 ７ ３ に よ り
、 対 物 レ ン ズ ２ １ の 表 面 ２ １ ｆ 及 び 照 明 光 照 射 窓 ２ ２ の 表 面 ２ ２ ｆ は 順 次 払 拭 さ れ る 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 尚 、 帯 状 部 材 ７ ０ は 、 テ ン シ ョ ン ロ ー ラ ２ ５ １ に よ り 、 引 張 さ れ て い る た め 、 ワ イ パ 部
材 ７ ３ は 、 確 実 に 、 対 物 レ ン ズ ２ １ の 表 面 ２ １ ｆ 及 び 照 明 光 照 射 窓 ２ ２ の 表 面 ２ ２ ｆ に 当
接 す る 。 よ っ て 、 １ 症 例 間 は 、 対 物 レ ン ズ ２ １ の 表 面 ２ １ ｆ 及 び 照 明 光 照 射 窓 ２ ２ の 表 面
２ ２ ｆ の 汚 れ を 確 実 に 払 拭 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ １ ４ 】
　 そ の 後 、 １ 症 例 終 了 後 、 内 視 鏡 装 置 １ ０ ０ は 、 体 腔 内 か ら 抜 去 さ れ 、 帯 状 部 材 ７ ０ が 、
内 視 鏡 用 シ ー ス １ か ら 取 り 出 さ れ 、 洗 浄 、 消 毒 さ れ た 後 、 再 度 、 帯 状 部 材 ７ ０ が 、 内 視 鏡
用 シ ー ス １ に 取 付 け ら れ る 。 尚 、 こ の 際 、 第 ２ の 回 転 部 材 ３ ４ に は 、 先 の 症 例 で 、 第 １ の
回 転 部 材 ３ ３ か ら 帯 状 部 材 ７ ０ が 順 に 巻 き 付 け ら れ た た め 、 多 く の 帯 状 部 材 ７ ０ が 巻 き 付
け ら れ た 状 態 と な っ て い る 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 次 い で 、 次 の 症 例 に お い て 、 内 視 鏡 用 シ ー ス １ が 被 覆 さ れ た 内 視 鏡 ２ が 体 腔 内 に 挿 入 さ
れ 、 検 査 、 処 置 中 に 、 内 視 鏡 ２ の 挿 入 部 ２ ａ の 先 端 面 ２ ｓ に 配 設 さ れ た 対 物 レ ン ズ ２ １ 及
び 照 明 光 照 射 窓 ２ ２ の 表 面 に 、 体 腔 内 の 脂 肪 や 体 液 あ る い は 処 置 中 の 出 血 や 水 飛 沫 も し く
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は エ ネ ル ギ ー 処 置 具 の 使 用 に よ り 生 じ る 煙 や ミ ス ト 等 が 附 着 し て し ま っ た 結 果 、 内 視 鏡 ２
の 観 察 視 野 が 十 分 確 保 で き な い 、 ま た は 観 察 に 必 要 な 照 明 光 の 光 量 が 十 分 確 保 で き な く な
っ て し ま っ た 場 合 は 、 巻 き 取 り ノ ブ ４ １ が 、 帯 状 部 材 ７ ０ を 第 １ の 回 転 部 材 ３ ３ か ら 第 ２
の 回 転 部 材 ３ ４ へ と 移 動 さ せ た と き と は 反 対 の 方 向 に 一 方 向 に 回 転 操 作 さ れ る 。
【 ０ １ １ ６ 】
　 そ の 結 果 、 巻 き 取 り ギ ア ２ ３ １ が 帯 状 部 材 ７ ０ を 第 １ の 回 転 部 材 ３ ３ か ら 第 ２ の 回 転 部
材 ３ ４ へ と 移 動 さ せ た と き と は 反 対 の 方 向 に 回 転 さ れ る と と も に 、 同 期 し て 、 送 り ギ ア ２
３ ２ が 、 帯 状 部 材 ７ ０ を 第 １ の 回 転 部 材 ３ ３ か ら 第 ２ の 回 転 部 材 ３ ４ へ と 移 動 さ せ た と き
と は 反 対 の 方 向 に 回 転 さ れ る 。
【 ０ １ １ ７ 】
　 こ の こ と に よ り 、 第 ２ の 回 転 部 材 ３ ４ に 巻 き 付 い て い た 払 拭 前 の 帯 状 部 材 ７ ０ は 、 上 述
し た 第 １ 実 施 の 形 態 と は 逆 に 、 チ ャ ネ ル ３ ８ 、 開 口 ３ ８ ｋ 、 開 口 ３ ７ ｋ 、 チ ャ ネ ル ３ ７ を
介 し て 、 第 １ の 回 転 部 材 ３ ３ ま で 順 次 送 ら れ る 。
【 ０ １ １ ８ 】
　 こ の こ と に よ り 、 帯 状 部 材 ７ ０ の 複 数 の 払 拭 部 ７ ２ に 固 定 さ れ た ワ イ パ 部 材 ７ ３ に よ り
、 対 物 レ ン ズ ２ １ の 表 面 ２ １ ｆ 及 び 照 明 光 照 射 窓 ２ ２ の 表 面 ２ ２ ｆ は 順 次 払 拭 さ れ る 。
【 ０ １ １ ９ 】
　 尚 、 帯 状 部 材 ７ ０ は 、 テ ン シ ョ ン ロ ー ラ ２ ５ １ に よ り 、 引 張 さ れ て い る た め 、 ワ イ パ 部
材 ７ ３ は 、 確 実 に 、 対 物 レ ン ズ ２ １ の 表 面 ２ １ ｆ 及 び 照 明 光 照 射 窓 ２ ２ の 表 面 ２ ２ ｆ に 当
接 す る 。 よ っ て 、 １ 症 例 間 は 、 対 物 レ ン ズ ２ １ の 表 面 ２ １ ｆ 及 び 照 明 光 照 射 窓 ２ ２ の 表 面
２ ２ ｆ の 汚 れ を 確 実 に 払 拭 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ２ ０ 】
　 そ の 後 、 １ 症 例 終 了 後 、 内 視 鏡 用 シ ー ス １ が 被 覆 さ れ た 内 視 鏡 ２ は 、 体 腔 内 か ら 抜 去 さ
れ 、 帯 状 部 材 ７ ０ が 、 内 視 鏡 用 シ ー ス １ か ら 取 り 出 さ れ 、 洗 浄 、 消 毒 さ れ た 後 、 再 度 、 帯
状 部 材 ７ ０ が 、 内 視 鏡 用 シ ー ス １ に 取 付 け ら れ 、 再 利 用 さ れ る 。 即 ち 、 再 度 、 巻 き 取 り ノ
ブ ４ １ が 回 転 さ れ る こ と に よ り 、 帯 状 部 材 ７ ０ が 第 １ の 回 転 部 材 ３ ３ か ら 第 ２ の 回 転 部 材
３ ４ へ と 移 動 さ れ な が ら 、 対 物 レ ン ズ ２ １ の 表 面 ２ １ ｆ 及 び 照 明 光 照 射 窓 ２ ２ の 表 面 ２ ２
ｆ を 払 拭 す る 。
【 ０ １ ２ １ 】
　 こ の よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 帯 状 部 材 ７ ０ を 、 第 １ の 回 転 部 材 ３ ３ か ら 第 ２
の 回 転 部 材 ３ ４ へ と 移 動 さ せ る の み な ら ず 、 第 ２ の 回 転 部 材 ３ ４ か ら 第 １ の 回 転 部 材 ３ ３
へ と 移 動 さ せ る よ う 、 送 り ギ ア ２ ３ ２ と 、 巻 き 取 り ギ ア ２ ３ １ と を 同 期 し て 回 転 さ せ る 構
成 と し た 。
【 ０ １ ２ ２ 】
　 こ の よ う な 構 成 に よ っ て も 、 上 述 し た 第 １ 実 施 の 形 態 と 同 様 の 効 果 を 得 る こ と が で き る
他 、 帯 状 部 材 ７ ０ は 、 再 利 用 可 能 と な る た め 、 低 コ ス ト に て 、 対 物 レ ン ズ ２ １ の 表 面 ２ １
ｆ 及 び 照 明 光 照 射 窓 ２ ２ の 表 面 ２ ２ ｆ の 表 面 を 払 拭 す る こ と の で き る 内 視 鏡 用 シ ー ス を 提
供 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ２ ３ 】
　 尚 、 以 下 、 変 形 例 を 示 す 。   
　 図 ２ ０ は 、 内 視 鏡 用 シ ー ス の 変 形 例 を 示 す 斜 視 図 、 図 ２ １ は 、 図 ２ ０ 中 の IIXI-IIXI線
に 沿 う 内 視 鏡 用 シ ー ス の 断 面 図 、 図 ２ ２ は 、 図 ２ １ 中 の IIXII-IIXII線 に 沿 う 内 視 鏡 用 シ
ー ス の シ ー ス 挿 入 部 の 断 面 図 、 図 ２ ３ は 、 図 ２ １ 中 の IIXIII-IIXIII線 に 沿 う 内 視 鏡 用 シ
ー ス の シ ー ス 操 作 部 の 帯 状 部 材 収 納 部 の 断 面 図 で あ る 。
【 ０ １ ２ ４ 】
　 本 実 施 の 形 態 及 び 上 述 し た 第 １ 実 施 の 形 態 に お い て は 、 内 視 鏡 用 シ ー ス は 、 右 半 部 １ ｒ
と 左 半 部 １ ｌ と か ら 構 成 さ れ 、 右 半 部 １ ｒ に 形 成 さ れ た 収 納 軸 ３ ３ ｊ に 、 帯 状 部 材 ７ ０ の
一 端 側 が 巻 き 付 け ら れ た 第 １ の 回 転 部 材 ３ ３ が 取 り 付 け 取 り 外 し 自 在 で あ り 、 回 収 軸 ３ ４
ｊ に 、 帯 状 部 材 ７ ０ の 他 端 側 が 巻 き 付 け ら れ た 第 ２ の 回 転 部 材 ３ ４ が 取 り 付 け 取 り 外 し 自
在 で あ り 、 右 半 部 １ ｒ に 左 半 部 １ ｌ が 取 り 付 け 取 り 外 し 自 在 な こ と か ら 、 帯 状 部 材 ７ ０ が
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、 内 視 鏡 用 シ ー ス １ に 対 し 嵌 入 、 抜 去 自 在 で あ る と 示 し た 。
【 ０ １ ２ ５ 】
　 こ れ に 、 限 ら ず 、 図 ２ ０ ～ 図 ２ ３ に 示 す よ う に 、 内 視 鏡 用 シ ー ス １ が 、 ス コ ー プ チ ャ ネ
ル ３ ５ が 形 成 さ れ た 円 筒 状 部 材 １ ｑ と 、 該 円 筒 状 部 材 １ ｑ の 外 周 を 挿 入 軸 方 向 Ｊ １ に 沿 っ
て 被 覆 す る 円 筒 状 部 材 １ ｑ よ り も 大 径 な 円 筒 状 部 材 １ ｐ と か ら 構 成 さ れ 、 円 筒 状 部 材 １ ｐ
の 挿 入 軸 方 向 Ｊ １ の 基 端 が 、 シ ー ス 操 作 部 １ ｂ の 帯 状 部 材 収 納 部 ５ １ に お い て 着 脱 自 在 な
構 成 と す れ ば 、 円 筒 状 部 材 １ ｑ の 外 周 を 被 覆 す る 円 筒 状 部 材 １ ｐ を 円 筒 状 部 材 １ ｑ か ら 抜
去 す る の み で 、 収 納 軸 ３ ３ ｊ 及 び 回 収 軸 ３ ４ ｊ を 外 部 に 露 呈 さ せ る 。 こ の こ と に よ り 、 帯
状 部 材 ７ ０ を 内 視 鏡 用 シ ー ス １ に 対 し 嵌 入 、 抜 去 自 在 な 構 成 と し て も よ い 。
【 ０ １ ２ ６ 】
　 尚 、 こ の 場 合 、 チ ャ ネ ル ３ ７ 、 チ ャ ネ ル ３ ８ 、 収 納 部 ６ ７ 、 回 収 部 ６ ８ は 、 円 筒 状 部 材
１ ｑ の 外 周 に 、 円 筒 状 部 材 １ ｐ を 被 覆 し た 際 、 図 ２ １ ～ 図 ２ ３ に 示 す よ う に 、 円 筒 状 部 材
１ ｑ と 円 筒 状 部 材 １ ｑ と の 間 に 形 成 さ れ る 。
【 ０ １ ２ ７ 】
　 尚 、 以 下 、 別 の 変 形 例 を 示 す 。   
　 上 述 し た 第 １ 及 び 第 ２ 実 施 の 形 態 に お い て は 、 内 視 鏡 用 シ ー ス １ は 、 内 視 鏡 ２ と 別 体 に
形 成 さ れ て お り 、 内 視 鏡 ２ の 外 周 に 被 覆 さ れ る と 示 し た が 、 内 視 鏡 用 シ ー ス １ は 、 内 視 鏡
２ と 一 体 的 に 形 成 さ れ て い て も 構 わ な い 。
【 ０ １ ２ ８ 】
　 ま た 、 上 述 し た 第 １ 及 び 第 ２ 実 施 の 形 態 に お い て は 、 第 １ の 回 転 部 材 ３ ３ か ら 第 ２ の 回
転 部 材 ３ ４ に 帯 状 部 材 ７ ０ を 移 動 さ せ る 際 、 ま た は 第 ２ の 回 転 部 材 ３ ４ か ら 第 １ の 回 転 部
材 ３ ３ に 帯 状 部 材 ７ ０ を 移 動 さ せ る 際 、 送 り 出 す 側 の 回 転 部 材 に 帯 状 部 材 ７ ０ が 、 ど れ だ
け 残 っ て い る か の 残 量 を 確 認 す る 手 段 が な い が 、 こ れ は 、 シ ー ス 操 作 部 １ ｂ の 帯 状 部 材 収
納 部 ５ １ の 第 １ の 回 転 部 材 ３ ３ 及 び 第 ２ の 回 転 部 材 ３ ４ の 近 傍 に 小 窓 を 設 け る と と も に 、
帯 状 部 材 の 長 手 方 向 Ｇ １ の 一 端 及 び 他 端 に 目 印 を 設 け る こ と に よ り 、 容 易 に 、 帯 状 部 材 の
残 量 を 確 認 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ２ ９ 】
　 さ ら に 、 上 述 し た 第 １ 及 び 第 ２ 実 施 の 形 態 に お い て は 、 帯 状 部 材 ７ ０ の 長 手 方 向 Ｇ １ の
一 端 及 び 他 端 は 、 第 １ の 回 転 部 材 ３ ３ と 第 ２ の 回 転 部 材 ３ ４ と に 巻 き 付 け ら れ る と 示 し た
が 、 こ れ に 限 ら ず 、 収 納 軸 ３ ３ ｊ 、 回 収 軸 ３ ４ ｊ に 直 接 巻 き 付 け て も よ い 。
【 ０ １ ３ ０ 】
　 ま た 、 上 述 し た 第 １ 及 び 第 ２ 実 施 の 形 態 に お い て は 、 帯 状 部 材 ７ ０ は 、 対 物 レ ン ズ ２ １
の 表 面 ２ １ ｆ 及 び 照 明 光 照 射 窓 ２ ２ の 表 面 ２ ２ ｆ を 払 拭 す る の に 使 用 さ れ る と 示 し た が 、
こ れ に 限 ら ず 、 照 明 光 照 射 窓 ２ ２ の 内 視 鏡 ２ の 先 端 面 ２ ｓ に お け る 配 置 に よ っ て は 、 少 な
く と も 対 物 レ ン ズ ２ １ の 表 面 ２ １ ｆ の み を 払 拭 す る 構 成 と す れ ば 、 良 好 な 視 野 を 確 保 す る
こ と が で き る 。
【 ０ １ ３ １ 】
　 さ ら に 、 上 述 し た 第 １ 及 び 第 ２ 実 施 の 形 態 に お い て は 、 内 視 鏡 は 、 医 療 用 の 硬 性 鏡 を 例
に 挙 げ て 示 し た が 、 硬 性 鏡 に 限 定 さ れ な い 。 ま た 、 工 業 用 の 内 視 鏡 に 適 用 し て も 本 実 施 と
同 様 の 効 果 を 得 る こ と が で き る と い う こ う と は 勿 論 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ ３ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 の 形 態 を 示 す 内 視 鏡 用 シ ー ス を 有 す る 内 視 鏡 装 置 の 構 成 の 概 略
を 示 す 分 解 斜 視 図 。
【 図 ２ 】 図 １ の 内 視 鏡 用 シ ー ス の 分 解 斜 視 図 。
【 図 ３ 】 図 １ 中 の III-III線 に 沿 う 内 視 鏡 用 シ ー ス の シ ー ス 挿 入 部 の 断 面 図 。
【 図 ４ 】 図 １ 中 の IV-IV線 に 沿 う 内 視 鏡 用 シ ー ス の 断 面 図 。
【 図 ５ 】 図 ４ 中 の V-V線 に 沿 う 内 視 鏡 用 シ ー ス の 断 面 図 。
【 図 ６ 】 図 ５ の 内 視 鏡 用 シ ー ス の 先 端 面 を 示 す 平 面 図 。
【 図 ７ 】 図 ６ 中 の VII-VII線 に 沿 う 内 視 鏡 用 シ ー ス の シ ー ス 挿 入 部 の 先 端 側 の 断 面 図 。
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【 図 ８ 】 図 ４ の ブ レ ー キ ギ ア の 拡 大 斜 視 図 。
【 図 ９ 】 図 ４ の 巻 き 取 り ギ ア の 拡 大 斜 視 図 。
【 図 １ ０ 】 図 ４ の 帯 状 部 材 の 拡 大 平 面 図 。
【 図 １ １ 】 図 １ ０ 中 の XI-XI線 に 沿 う 帯 状 部 材 の 断 面 図 。
【 図 １ ２ 】 図 １ ０ の ワ イ パ 部 材 の 払 拭 部 の 変 形 例 を 示 す 正 面 図 。
【 図 １ ３ 】 図 １ ０ の ワ イ パ 部 材 の 払 拭 部 の 別 の 変 形 例 を 示 す 正 面 図 。
【 図 １ ４ 】 図 １ ０ の 払 拭 部 を 複 数 設 け た 変 形 例 を 示 す 正 面 図 。
【 図 １ ５ 】 図 １ ０ の 帯 状 部 材 の 構 成 の 変 形 例 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 １ ６ 】 図 １ の 内 視 鏡 装 置 の 先 端 側 の 断 面 図 。
【 図 １ ７ 】 図 １ の 内 視 鏡 装 置 を 先 端 面 側 か ら 見 た 平 面 図 。
【 図 １ ８ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 の 形 態 を 示 す 内 視 鏡 用 シ ー ス の 断 面 図 。
【 図 １ ９ 】 図 １ ８ 中 の XIX-XIX線 に 沿 う 内 視 鏡 用 シ ー ス の シ ー ス 操 作 部 の 帯 状 部 材 収 納 部
の 断 面 図 。
【 図 ２ ０ 】 内 視 鏡 用 シ ー ス の 変 形 例 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ２ １ 】 図 ２ ０ 中 の IIXI-IIXI線 に 沿 う 内 視 鏡 用 シ ー ス の 断 面 図 。
【 図 ２ ２ 】 図 ２ １ 中 の IIXII-IIXII線 に 沿 う 内 視 鏡 用 シ ー ス の シ ー ス 挿 入 部 の 断 面 図 。
【 図 ２ ３ 】 図 ２ １ 中 の IIXIII-IIXIII線 に 沿 う 内 視 鏡 用 シ ー ス の シ ー ス 操 作 部 の 帯 状 部 材
収 納 部 の 断 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ ３ ３ 】
　 １ … 内 視 鏡 用 シ ー ス
　 １ ａ … シ ー ス 挿 入 部
　 １ ｂ … シ ー ス 操 作 部
　 １ ｋ １ … シ ー ス 挿 入 部 の 先 端 の 一 端
　 １ ｋ ２ … シ ー ス 挿 入 部 の 先 端 の 他 端
　 ２ … 内 視 鏡
　 ２ ａ … 内 視 鏡 挿 入 部
　 ２ ｂ … 内 視 鏡 操 作 部
　 ２ ｓ … 内 視 鏡 の 先 端 面
　 ８ … 対 物 レ ン ズ 及 び 照 明 光 照 射 窓 が 配 設 さ れ た 内 視 鏡 先 端 面 の 領 域
　 ２ １ … 対 物 レ ン ズ
　 ２ １ ｆ … レ ン ズ 表 面
　 ２ ２ … 照 明 光 照 射 窓
　 ２ ２ ｆ … レ ン ズ 表 面
　 ３ １ … 巻 き 取 り ギ ア （ 移 動 機 構 ） （ 第 １ の ギ ア ） （ 第 ２ の ギ ア ）
　 ３ ２ … ブ レ ー キ ギ ア （ 移 動 機 構 ） （ 第 １ の ギ ア ） （ 第 ２ の ギ ア ）
　 ３ ３ ｊ … 収 納 軸
　 ３ ４ ｊ … 回 収 軸
　 ３ ７ … チ ャ ネ ル （ 第 １ の チ ャ ネ ル ） （ 第 ２ の チ ャ ネ ル ）
　 ３ ８ … チ ャ ネ ル （ 第 １ の チ ャ ネ ル ） （ 第 ２ の チ ャ ネ ル ）
　 ４ ４ … ガ イ ド 部 材
　 ６ ７ … 収 納 部 （ 第 １ の 格 納 部 ） （ 第 ２ の 格 納 部 ）
　 ６ ８ … 回 収 部 （ 第 １ の 格 納 部 ） （ 第 ２ の 格 納 部 ）
　 ７ ０ … 帯 状 部 材
　 ７ １ … 保 持 部
　 ７ ２ … 払 拭 部
　 ７ ２ ｆ … 払 拭 部 の 払 拭 面
　 ７ ３ … ワ イ パ 部 材
　 ７ ５ … 窓 部
　 １ ０ ０ … 内 視 鏡 装 置
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　 ２ ３ １ … 巻 き 取 り ギ ア （ 移 動 機 構 ）
　 ２ ３ ２ … 送 り ギ ア （ 移 動 機 構 ）
　 ２ ５ １ … テ ン シ ョ ン ロ ー ラ （ 引 張 部 材 ）
　 Ｇ ２ … 帯 状 部 材 の 長 手 方 向 の 直 交 方 向
　 Ｇ ３ … 帯 状 部 材 の 厚 さ 方 向
　 Ｊ ２ … シ ー ス 挿 入 部 の 径 方 向
　 Ｌ ３ … 対 物 レ ン ズ の 直 径

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】
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【 図 １ ６ 】 【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】 【 図 １ ９ 】
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【 図 ２ ０ 】 【 図 ２ １ 】

【 図 ２ ２ 】 【 図 ２ ３ 】
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要解决的问题：为内窥镜提供护套，能够持续保持良好的视野和光量以
获得良好的视野，而不需要将内窥镜从管腔中取出，如果物镜和用于照
射照明光的窗户的前面当使用内窥镜观察或处理内部空腔时，用污垢染
色。解决方案：内窥镜护套包括护套插入部分1a，护套插入部分1a用于
涂覆内窥镜的插入部分2a的周边，该插入部分2a至少安装在末端表面处
的物镜，护套操作部分1b连接到护套插入部分1a，细长条形件安装在护
套插入部分1a和护套操作部分1b中并擦拭物镜，并且沿纵向以一定间隔
打开多个窗口并至少避开尖端的物镜所述表面和安装在所述护套操作部
分处的卷绕齿轮31，以使所述条形构件70在所述末端表面的径向方向上
从一端移动到另一端。 Ž
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